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イ ン ス ト ール と ク イ ッ ク ・ ス ター ト はじめに
イ ンス ト ールと ク イ ッ ク ・ ス ター ト

はじめに
KRONOS エデ ィ ターと KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターは、 Mac および Windows 用のアプ リ ケーシ ョ ンで、 これ

を使用する こ と によ り KRONOS のセ ッ ト ・ リ ス ト 、 コ ンビネーシ ョ ン、 プロ グ ラ ム、 ウ ェーブ ・ シーケン ス、 ド

ラ ムキ ッ ト のエデ ィ ッ ト や、 Global モード の設定を行えます。 また、 Sequencer モード で使用する コ ンビネーシ ョ

ンやプロ グ ラ ムなどのサウ ン ドやエフ ェ ク ト のエデ ィ ッ ト も可能です （ソ ングの MIDI イベン ト 、 オーデ ィ オの編

集機能はサポー ト し ていません）。 なお、 本ソ フ ト ウ ェ アは Sound Quest 社の UniQuest エデ ィ ター / ラ イブラ リ ア

ンのプラ ッ ト フ ォームをベースに開発し た ものです。

KRONOS エデ ィ ターは、 ス タ ン ド ア ローンのエデ ィ ター / ラ イブラ リ アンです。

KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターは VST および AU オーデ ィ オ ・ プラ グ イ ン ・ フ ォーマ ッ ト に対応する DAW （デ

ジ タル ・ オーデ ィ オ ・ ワーク ステーシ ョ ン） やその他のアプ リ ケーシ ョ ンで使用でき ます。

著作権について

本ソ フ ト ウ ェアの著作権は Sound Quest 社と株式会社コルグの両社に帰属し ます。

本ソ フ ト ウ ェ アの使用許諾契約書は、 本ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール過程も含まれます。 本ソ フ ト ウ ェ アを イ ン

ス ト ールする際に使用許諾契約書を必ずお読み く だ さ い。 また、 本ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールする こ と で、 使

用許諾契約書にご同意いただけた もの と し ます。

このマニュアルについて

本マニュ アルでは、 KRONOS エデ ィ ター ・ ソ フ ト ウ ェ アの機能や操作方法などについて説明し ます。 KRONOS 本

体および KRONOS のパラ メ ーター等の使用方法については、 KRONOS オペレーシ ョ ン ・ ガイ ド、 パラ メ ーター ・

ガイ ド、 ク イ ッ ク ・ ス ター ト をご参照 く ださい。

動作環境 （コ ンピ ューター）

KRONOS エデ ィ ターが動作するハード ウ ェア環境、 オペレーテ ィ ング ・ システムは以下の通 り です。

Windows

• 対応 OS: Windows XP、 Windows Vista （32bit、 64bit）、 Windows 7 （32bit、 64bit）、 Windows 8 (32bit、 64bit)

• 512MB 以上の メ モ リ ー （2GB 以上を推奨）

• 上記 OS が動作するプロセ ッ サーを搭載 （Core Duo 以上を推奨）

• 32 ビ ッ ト ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ カード

• 1024×800 以上の解像度のモニ ター （左記以下のモニ ターでも表示可能ですが推奨いた し ません）

• 1 つ以上の空き USB ポー ト または MIDI イ ン ターフ ェ イ ス

Macintosh

• 対応 OS: OS X 10.4、 10.5、 10.6、 10.7、 10.8

• 512MB 以上の メ モ リ ー （2GB 以上を推奨）

• 上記 OS が動作するプロセ ッ サーを搭載 （Intel Mac を推奨、 Core Duo 以上を推奨）

• 32 ビ ッ ト ・ グ ラ フ ィ ッ ク ・ カード

• 1024×800 以上の解像度のモニ ター （左記以下のモニ ターでも表示可能ですが推奨いた し ません）

• 1 つ以上の空き USB ポー ト または MIDI イ ン ターフ ェ イ ス

Note: 本ソ フ ト ウ ェ アは、 同時に複数の本ソ フ ト ウ ェ アを同一コ ンピ ューター上で動作でき ません。 従って、 本ソ

フ ト ウ ェアで複数台の KRONOS を同時にエデ ィ ッ ト する こ と もでき ません。

Mac OS X Lion の対応について

Mac OS Lion で、 KORG USB-MIDI ド ラ イバーを使用し た場合、 USB MIDI OUT の通信速度が制限されて し ま う た

め、 高速通信を利用し ている KRONOS Editor ではデータ ・ ダンプの送信に時間がかかる場合があ り ます。 OS X

10.8 Mountain Lion では、 この問題は発生し ません。
7



イ ン ス ト ール と ク イ ッ ク ・ ス ター ト はじめに
動作環境 （KRONOS）

KRONOS エデ ィ ター ・ バージ ョ ン 2.1 は、 KRONOS オペレーシ ョ ン ・ システム v2.1.0 以上を搭載し た KRONOS を

ご使用 く ださ い。 本ソ フ ト ウ ェ アをご使用になる前に、 コルグ ・ ホームページで、 お使いの KRONOS が最新版の

OS を搭載し ているかをご確認 く ださい。 KRONOS OS v2.1.0 未満では、 本ソ フ ト ウ ェアは正し く 動作し ませんの

でご注意 く ださ い。

KRONOS エデ ィ ター ・ バージ ョ ン 2.1 での新機能

KRONOS システム ・ バージ ョ ン 2.1 での新機能であ る新規 CX-3 プロ グ ラ ムの各種パラ メ ーター、 グ ローバル ・

モード の Mute Mode パラ メ ーター等をサポー ト し ます。

Program エデ ィ ターで、 フ ィ ルターやエンベロープなどのグ ラ フ ィ ッ ク表示部を ク リ ッ ク し てエデ ィ ッ ト ・ ページ

へ移動する機能をサポー ト し ま し た。

KRONOS エデ ィ ター ・ バージ ョ ン 2.0 での新機能

Synchronization の高速化

KRONOS エデ ィ ター と KRONOS 上のデータ の内容が一致し てい る場合、 KRONOS エデ ィ ター と KRONOS は

「[Synchronized]- シン ク ロ し た状態」 と な り ます。

KRONOS エデ ィ ター と KRONOS がシン ク ロ し た状態になる と、 KRONOS エデ ィ ターは、 あたかも KRONOS の メ

モ リ ー内容をそのま ま表示し てい る かの よ う な状態にな り 、 KRONOS エデ ィ ター上でのあ ら ゆ る エデ ィ ッ ト が

KRONOS 上でも実行され、 一貫し た操作が可能です。

以前のエデ ィ ター・ バージ ョ ンでは、 シン ク ロ し た状態にするには、エデ ィ ターを起動する度に、KRONOS エデ ィ

ター、 KRONOS 間で、 全データ を送受信する必要があ り ま し た。 KRONOS エデ ィ ター ・ バージ ョ ン 2.0 では、

KRONOS システム ・ バージ ョ ン 2.0.2 またはそれ以降と使用する こ と で、 KRONOS エデ ィ ター上と、 KRONOS 上

の ２ つのデータがシン ク ロ し ているか否かを、 素早 く 検知する こ と が可能にな り ま し た。

エデ ィ ター起動時や、 フ ァ イルのロー ド 時に、 こ の検知を自動的に行います。 あ るいは、 必要な と きに手動で検

知する こ と も可能です。 35 ページの 「Select Unsynced ボタ ン」 を参照し て く ださい。

２ つのデータがシン ク ロ状態で検知された場合、 データの送受信は必要な く 、 素早 く エデ ィ ッ ト 作業に入る こ と

ができ ます。 詳細については、 44 ページの 「[Synchronized] - シン ク ロ ・ エデ ィ ッ ト と  [Un-synchronized] - 非シン

ク ロ ・ エデ ィ ッ ト について」 を参照し て く ださい。

Midnam name フ ァ イルのエ クスポー ト 機能

Pro Tools や Digital Performer で使用可能な Midnam name フ ァ イルのエ ク スポー ト 機能が追加されま し た。

この機能は、 GLOBAL、 Basic ページの Create Program Name File セ ク シ ョ ンで操作し ます。 Sonar Ins フ ァ イル、

Cubase Patchscript フ ァ イルのエク スポー ト 機能も、 こ のセ ク シ ョ ンに移動し ま し た。 詳細については、 32 ページ

の 「Create Program Names File」 を参照し て く ださい。

ユーザー ・ サンプル ・ バン ク機能のサポー ト

KRONOS システム ・ バージ ョ ン 2.0 での新機能、 ユーザー ・ サンプル ・ バン ク機能をサポー ト し ます。 この機能

を使い、 KRONOS 上で作成し た、 ユーザー ・ サンプル ・ バン ク、 マルチサンプル、 ド ラ ムサンプルのネーム ・ リ

ス ト を、 エデ ィ ターで扱 う こ と が可能です。
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イ ン ス ト ール と ク イ ッ ク ・ ス ター ト KRONOS エデ ィ ターを イ ン ス ト ールする （Windows）
KRONOS エデ ィ ターを イ ンス ト ールする （Windows）
KRONOS エデ ィ ター、 プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターを Windows コ ンピ ューターにイ ン ス ト ールする手順は、 次の通 り

です。

1. Setup アプ リ ケーシ ョ ンを起動し ます。

2. 使用許諾契約書 （LICENSE AGREEMENT） をお読み く ださい。 

3. 使用許諾契約書の内容に同意される場合は「I accept the agreement」を選択し てNext>ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
9



イ ン ス ト ール と ク イ ッ ク ・ ス ター ト KRONOS エデ ィ ターを イ ン ス ト ールする （Windows）
4. 本ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールする場所を選択し ます。 （最初にデフ ォル ト 設定によ るデ ィ レ ク ト リ が表示さ

れます）

5. VST Plug-in を作成する場所を選択し ます。 （最初にデフ ォル ト 設定の場所が表示されます）
10



イ ン ス ト ール と ク イ ッ ク ・ ス ター ト KRONOS エデ ィ ターを イ ン ス ト ールする （Windows）
6. シ ョ ー ト カ ッ ト を作成する場所を選択し ます。 （最初にデフ ォル ト 設定の場所が表示されます）

7. 表示される内容を確認し、 Install ボタ ンを ク リ ッ クする と、 イ ン ス ト ールが始ま り ます。
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イ ン ス ト ール と ク イ ッ ク ・ ス ター ト KRONOS エデ ィ ターを イ ン ス ト ールする （Mac）
KRONOS エデ ィ ターを イ ンス ト ールする （Mac）
KRONOS エデ ィ ター、 プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターを Mac にイ ン ス ト ールする手順は、 次の通 り です。

1. イ ン ス ト ーラーを起動し ます。

2. Continue ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. Read Me をお読みにな り 、 Continue ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
12



イ ン ス ト ール と ク イ ッ ク ・ ス ター ト KRONOS エデ ィ ターを イ ン ス ト ールする （Mac）
4. 使用許諾契約書をお読みにな り 、 同意される場合は Continue ボタ ンを ク リ ッ ク し、 表示される Agree ボタ ン

を ク リ ッ ク し ます。

5. Install ボタ ンを ク リ ッ クする と イ ン ス ト ールが始ま り ます。

6. 本ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール と同時に、VST および AU プラ グ イ ン も それぞれのフ ォルダーにイ ンス ト ール

されます。
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イ ン ス ト ール と ク イ ッ ク ・ ス ター ト KRONOS エデ ィ ターと KRONOS を接続する
KRONOS エデ ィ ターと KRONOS を接続する
エデ ィ ターを実際に使用する前に必要な こ と は、 KRONOS を コ ンピ ューターに接続する こ と です。 必要な ものは

以下の通 り です。

• KRONOS と コ ンピ ューターを接続する USB ケーブル 

• KORG USB-MIDI ド ラ イバー （KRONOS と コ ンピ ューターと の接続方法や、 KORG USB-MIDI ド ラ イバーのイ
ン ス ト ール方法については、 KRONOS オペレーシ ョ ン ・ ガイ ド 「接続 - 7. USB によ る コ ンピ ューター と の接
続」 をご参照 く ださ い）

• KRONOS が、 システム ・ エク ス クルーシブ ・ メ ッ セージの送受信をでき る よ う に設定し ます （デフ ォル ト 設
定で送受信可能になっています）

KRONOS が、 システム ・ エク ス クルーシブ ・ メ ッ セージを送受信でき るかど う かを確認し ます。 （KRONOS 上で

の操作です）

1. KRONOS の [GLOBAL] ス イ ッ チを押し ます。

2. KRONOS のデ ィ スプレ イ下段の MIDI タブを押し ます。

3. その上の MIDI タブを押し ます。

4. MIDI Filter “Enable Exclusive” にチェ ッ クが入っている （オンになっている） こ と を確認し ます。

エデ ィ ターと KRONOS と の通信は、 MIDI メ ッ セージで行われます。 これらの メ ッ セージは、 USB ケーブルを通じ

て コ ンピ ューターと KRONOS と の間でや り 取 り されます。

MIDI ケーブルを使用し て、 MIDI 端子経由でもエデ ィ ター と KRONOS と の通信は行えますが、 通信速度の関係で

USB 接続でのご使用をお勧めし ます。 例えば、 非常に容量の大き なデータ をや り 取 り する場合、 USB では数分で

済むと こ ろを、 MIDI 端子経由の場合は 1 時間以上もかかって し ま う 場合があ り ます。
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イ ン ス ト ール と ク イ ッ ク ・ ス ター ト KRONOS エデ ィ ターを使い始める
KRONOS エデ ィ ターを使い始める

エデ ィ ターを開 く
Windows でのエデ ィ ターの起動手順です。

1. コ ンピ ューターの画面の左下にあ る ス ター ト ・ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. 「すべてのプロ グ ラ ム」 を ク リ ッ ク し て、 コ ンピ ューターにイ ン ス ト ールされているプロ グ ラ ムを表示させま

す。

3. リ ス ト の中にあ る 「KORG」 を ク リ ッ ク し ます。 

4. 「KORG」 の中にあ る 「KRONOS 2.1」 を ク リ ッ ク し ます。

KRONOS Editor 2.1 が表示されます。

5. KRONOS Editor 2.1 を ク リ ッ ク し て起動させます。

Macintosh でのエデ ィ ターの起動手順です。

1. Finder のウ ィ ン ド ウ を開き ます。

2. アプ リ ケーシ ョ ン ・ フ ォルダーを開き ます。 

3. 「KORG」 フ ォルダーを開き ます。

4. 「KORG」 フ ォルダー内にあ る 「KRONOS 2.1」 フ ォルダーを開き ます。

5. KRONOS Editor 2.1 のア イ コ ンをダブルク リ ッ ク し てアプ リ ケーシ ョ ンを起動させます。

l
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イ ン ス ト ール と ク イ ッ ク ・ ス ター ト KRONOS エデ ィ ターを使い始める
起動時の動作について
KRONOS エデ ィ ターのデフ ォル ト 設定では、 次の動作を起動時に行います。

• AutoSense 機能を使って KRONOS をサーチする

• コ ンピ ューターに保存されているエデ ィ ターのフ ァ イルの う ち、 最新のものを開 く （既にエデ ィ ター上で保存
操作を し た こ と があ る場合のみ）

• KRONOS のエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァに入っているデータ をエデ ィ ターにロードする

• KRONOS エデ ィ ター上 と、 KRONOS 上の ２ つのデータがシン ク ロ し ているかを、 検知する

• サンプル ・ バン ク、 マルチサンプル、 サンプル / ド ラ ムサンプルのネーム ・ リ ス ト を KRONOS から ロードする

Note: こ の動作は、 KRONOS エデ ィ ターの機能時に自動的に行われますが、 エデ ィ ターの Preferences でこ の動作

を し ないよ う にする こ と も可能です。

AutoSense 機能について

KRONOS エデ ィ ターを起動する と、 AutoSense ダ イ ア ロ グが表示されます。

エデ ィ ターが起動する と、 コ ンピ ューターの MIDI ポー ト をサーチし て KRONOS が接続されているかど う かを

チェ ッ ク し ます。

エデ ィ ターが KRONOS を見つけ られなかった場合、 メ ッ セージが表示されます。 こ のよ う な場合、 次のこ と を確

認し て く ださい。

• KRONOS の電源が入っているかど う か

• KRONOS がコ ンピ ューターと USB 接続されているかど う か

• USB ケーブルでコ ンピ ューターと接続し ている場合、 コ ンピ ューターに KORG USB-MIDI ド ラ イバーがイ ン ス
ト ールされ、 正し く 動作し ているかど う か

• MIDI ケーブルでコンピ ューターと接続している場合、 接続した MIDI イ ンターフ ェ イ スが正し く 動作しているかど う か
（MIDI ケーブルによ るデータの送受信は USB と比較して非常に遅いため、 USB ケーブルによ る接続をお勧めし ます）

• KRONOS の OS が KRONOS エデ ィ ターに対応し たバージ ョ ンかど う か

Note: AutoSense 機能の 1 つに、KRONOS の OS が KRONOS エデ ィ ターに対応し たバージ ョ ンかど う かをチェ ッ ク

する機能があ り ます。 この と き、 KRONOS の OS がエデ ィ ター対応バージ ョ ン よ り も低い場合、 AutoSense 機能が

正常に終了し ません。 こ のよ う な場合、 KRONOS の OS をエデ ィ ター対応バージ ョ ン以上にア ッ プデー ト し て く

ださ い。

最新保存フ ァ イルの自動ロー ド機能について

KRONOS と の接続が確認される と、 次に前回保存し たフ ァ イルを自動的に開き ます。 これは、 前回からの作業を

引き続き行 う ケース を想定し た自動処理によ る動作です。

Note: エデ ィ ターを最初に起動した と きには、保存されている フ ァ イルがあ り ませんので、この動作は行われません。

KRONOS のエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァからデータ を転送する

AutoSense 機能で次に行 う 動作が、KRONOS のエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァに入っているデータ をエデ ィ ター上にロード

する機能です。 こ のデータには、 現在選択し ているセ ッ ト ・ リ ス ト 、 コ ンビネーシ ョ ン、 プロ グ ラ ム、 ソ ング、 ド

ラ ムキ ッ ト 、 ウ ェーブ ・ シーケン ス、 そし てグ ローバル ・ データが含まれます。 これは、 最初にエデ ィ ター ・ ウ ィ

ン ド ウ （例えば Combination エデ ィ ターなど） を開 く と、 エデ ィ ターにロード されたデータが KRONOS 本体にあ

るデータ と同じ内容にな る と い う こ と です。
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KRONOS エデ ィ ターを最初に使用される際に、 KRONOS 本体に メ モ リ ーされている膨大なバン ク ・ データは自動

的にエデ ィ ターへロード されませんのでご注意 く ださい。起動後に、必要に応じ てバン ク ・データのロード と セー

ブを行って く ださい。

これで KRONOS エデ ィ ター起動時に自動的に行われる動作が終わ り ます。

セ ッ ト をロー ド / セーブする

セ ッ ト とは？

Note: 「セ ッ ト 」 は 「セ ッ ト ・ リ ス ト 」 ではあ り ません。

KRONOS エデ ィ ターでは、 KRONOS 全体のデータ を ま と めて 「セ ッ ト 」 と呼んでいます。 「セ ッ ト 」 はセ ッ ト ・

フ ァ イルと し て コ ンピ ューターにセーブする こ と ができ、 エデ ィ ターにロード させる こ と ができ ます。

セ ッ ト には、 KRONOS から システム ・ エク ス クルーシブ経由でロード でき る、 次のデータのすべてが含まれます。

• セ ッ ト ・ リ ス ト ・ バン ク

• セ ッ ト ・ リ ス ト ・ エデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ

• すべてのコ ンビネーシ ョ ン ・ バン ク

• コ ンビネーシ ョ ン ・ エデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ

• すべてのプロ グ ラ ム ・ バン ク

• プロ グ ラ ム ・ エデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ

• ソ ング ・ バン ク

• すべての ド ラ ムキ ッ ト ・ バン ク

• ド ラ ムキ ッ ト ・ エデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ

• すべてのウ ェーブ ・ シーケン ス ・ バン ク

• ウ ェーブ ・ シーケン ス ・ エデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ

• すべての KARMA GE バン ク

• グ ローバル ・ データ

セ ッ ト 全体を KRONOS から ロードする と い う こ と は、 KRONOS に入っているすべてのデータ を KRONOS エデ ィ

ターに転送する と い う こ と です。そし て、セ ッ ト をセーブする と い う こ と は、KRONOS に入っているすべてのデー

タのコ ピーをバッ ク ア ッ プ と し て コ ン ピ ューターに保存する と い う こ と にな り ます。 万が一、 何ら かのア ク シデ

ン ト で KRONOS のデータが失われて し ま った場合、 セーブし ておいたセ ッ ト ・ フ ァ イルから KRONOS にデータ

を転送する （ リ ス ト アする） こ と ができ ます。

KRONOS と のセ ッ ト のや り 取 り （Get: KRONOS からエデ ィ ターへ）、Send: エデ ィ ターから KRONOS へ） は、 セ ッ

ト 全体だけでな く 、 KRONOS Transfer ページ （Global/KRONOS Transfer） から一部のセ ッ ト をや り 取 り する こ と も

可能です。

セ ッ ト をセーブする と、 セ ッ ト ・ フ ァ イルに 「.SQS」 の拡張子が付き ます （Sound Quest Set の略）。

Important: KRONOS からエデ ィ ターにデータ を ロードする と、同じデータが 2 組存在し ている こ と にな り ます。
1 つは KRONOS に、 も う 1 つはエデ ィ ター上にあ り ます。 KRONOS エデ ィ ターで作業をする と い う こ と は、 コ
ンピ ューター上にあ る KRONOS のデータ をエデ ィ ッ ト する と い う こ と にな り ます。KRONOS 本体内にあ るデー
タ を直接エデ ィ ッ ト し ているわけではあ り ません （44 ページの 「[Synchronized] - シン ク ロ ・ エデ ィ ッ ト と  [Un-
synchronized] - 非シン ク ロ ・ エデ ィ ッ ト について」 参照）。

つま り 、 コ ンピ ューター上に KRONOS 用の 「第 2 の」 メ モ リ ー ・ エ リ アがあ る よ う な ものです。 このこ と によ る

メ リ ッ ト は非常に大き く 、 KRONOS エデ ィ ターを使 う こ と によ り 、 友達やネ ッ ト 上から セ ッ ト ・ フ ァ イルを入手

し、 その音をチェ ッ クする こ と も でき ますし、 KRONOS にそれら を転送させる こ と も可能です。 また、 一部のプ

ロ グ ラ ムやその他のデータ を KRONOS から転送し て、 エデ ィ ター上で別のバン ク に入れ替え る こ と など も行えま

す。 これによ り 、 ラ イブやプロ ジ ェ ク ト に合わせてバン ク の内容を再構成し た り 、 あ るいはお気に入 り のサウ ン

ド を集めたバン ク を作成でき る と いった メ リ ッ ト があ り ます。

一方で注意点も あ り ます。 友達やネ ッ ト 経由でセ ッ ト ・ フ ァ イルを入手し た場合に特に注意が必要なのですが、

KRONOS ではデータ内に参照 リ ン ク を非常に多 く 含んでいます。 例えば、 「コ ンビネーシ ョ ンには 16 個のプロ グ

ラ ムが含まれている」 これは正しいでし ょ う か？実はこれは正し く あ り ません。 正確には、 「コ ンビネーシ ョ ンは

16 個のプロ グ ラ ムを参照し ている」 と い う こ と にな り ます。 コ ンビネーシ ョ ンのデータにはプロ グ ラ ムのデータ

は含まれません。 つま り 、 エデ ィ ターから コ ンビネーシ ョ ンを KRONOS に転送し、 そのコ ンビネーシ ョ ンで使用
17
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するプロ グ ラ ムを KRONOS に転送し ない と、 そのコ ンビネーシ ョ ンを正し く 発音させる こ と ができ ません。 これ

は、 そのコ ンビネーシ ョ ンで使用するはずのプロ グ ラ ムが KRONOS 本体に入っていないからで、 代わ り に別のプ

ロ グ ラ ムを参照し て し ま っているからです。

このよ う に、 セ ッ ト ・ リ ス ト 、 コ ンビネーシ ョ ン、 あ るいは HD-1 プロ グ ラ ムを正し く 試聴する場合は、 単にそ

のデータだけでな く セ ッ ト 全体を KRONOS に転送させる必要があ り ます。

最初に KRONOS からセ ッ ト をロー ド する

KRONOS エデ ィ ターが正常に起動し ま し た ら、 セ ッ ト を作成し てセーブし てみま し ょ う 。

まず KRONOS からデータ を ロード し て、 そ こ から セ ッ ト を作成し ます。 手順は次の通 り です。

1. エデ ィ ターの右上にあ る Global ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Global エデ ィ ターが表示されます。

2. エデ ィ ターの右下にあ る KRONOS Transfer を ク リ ッ ク し ます。
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ト ラ ン ス フ ァー ・ ページが表示されます。

3. エデ ィ ターの左下、 ALL BANKS にあ る Select Unsynced ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Select Unsynced ボタ ンを押すと、 KRONOS エデ ィ ターと KRONOS で、 シン ク ロ し ていないバン ク ・ データ
のチェ ッ ク ・ ボ ッ ク スがオンにな り 選択されます。 詳細については、 44 ページの 「[Synchronized] - シン ク
ロ ・ エデ ィ ッ ト と [Un-synchronized] - 非シン ク ロ ・ エデ ィ ッ ト について」 を参照し て く ださい。 最初に
KRONOS エデ ィ ターを起動し た と きは、 全バン ク が選択されます。

4. ALL ボタ ンの下にあ る Get from KRONOS ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

これで KRONOS からエデ ィ ターに全データが転送されます。 KRONOS と コ ンピ ューターが USB ケーブルで接続

されている場合、 転送は 5 分程度で完了し ます （USB 2.0 の場合）。 最初にこの操作によ り 、 KRONOS エデ ィ ター

と KRONOS をシン ク ロ状態にする と、 その後は、 エデ ィ ッ ト によ り 変更し たバン ク ・ データのみを転送するため、

転送時間は短縮されます。
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セ ッ ト をセーブする

すべてのデータ を KRONOS からエデ ィ ターにロード し た ら、 次はセーブを し てみま し ょ う 。 これで KRONOS に

入っていた全データのバッ ク ア ッ プを作成でき ます。 手順は次の通 り です。

1. File メ ニューから Save Set As... を選択し ます。

2. フ ァ イル ・ セレ ク ター画面が表示されますので、 こ こ でセーブするセ ッ ト ・ フ ァ イルに名前を付けます。

3. OK ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 セーブし ます。

Patch

本マニュ アルでは、 エデ ィ ター上でエデ ィ ッ ト されるシステム ・ エク ス クルーシブ ・ データの 1 つ 1 つを 「パッ

チ」 と呼んでいます。 プロ グ ラ ム ・ バン ク の個々のパッチは KRONOS ではプロ グ ラ ムであ り 、 コ ンビネーシ ョ ン ・

バン ク のパッチは同様にコ ンビネーシ ョ ン と な り ます。

本マニ ュ アルでは、 用語が混乱し ないよ う に上記のよ う に定義し ま し た。 つま り 、 コ ン ビネーシ ョ ンを構成する

こ と も、 ド ラ ムキ ッ ト を作成する こ と も、 扱っている も のは異な り ますが、 実際に行なっている行為は大き く 違

いません。 そのため、 「パッチ」 と い う 語を当てはめま し た。
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エデ ィ ターの構成
KRONOS は、 非常に多 く の機能が凝縮された奥の深い楽器ですので、 その分覚え る必要のあ る こ と も た く さんあ

り ます。 KRONOS の諸機能にいち早 く 親 し んでいただけ ますよ う 、 KRONOS エデ ィ ターの画面レ イ ア ウ ト も

KRONOS と ほぼ同様のデザイ ンにし ま し た。 これによ り 、 KRONOS の画面上 と ほぼ同様の位置に同じパラ メ ー

ター等を見つけ られます。

ただし例外的に、 全体のページ量を抑え る ために 1 ページ内に KRONOS の画面よ り も多 く の情報を レ イ アウ ト し

たエデ ィ ター画面も あ り ます。 例えばセ ッ ト ・ リ ス ト では、 KRONOS では 1 ページにつき 16 個のス ロ ッ ト を表示

し ますが、 KRONOS エデ ィ ターでは 1 ページにつき 32 個のス ロ ッ ト を表示し ます。

こ の こ と によ り 、 ページを切 り 替え る手間を大幅に省 く こ と ができ ます。 また、 左右の三角形のボ タ ンを タ ッ チ

する代わ り に、 タブを ク リ ッ クする こ と で 128 個のス ロ ッ ト をダ イ レ ク ト に選択でき る点も KRONOS の画面 と異

な り ます。

エデ ィ ターの画面右上には、 モード ・ セレ ク ト ・ ボタ ンがあ り ます。 これは KRONOS の各モード ・ ボタ ン （セ ッ

ト ・ リ ス ト 、 COMBI、 PROG、 SEQ、 GLOBAL） と同じ働きがあ り ます。 これらのボタ ンを ク リ ッ クする と、 その

モード のエデ ィ ター画面が開き、 KRONOS 上でも同時にモード が切 り 替わ り ます。

エデ ィ ター画面の下部は KRONOS と同様のス タ イルのタブ ・ セレ ク ターがあ り ます。

KRONOS の画面と見比べてみて も、 エデ ィ ター画面のタブ ・ セレ ク ターは KRONOS と非常によ く 似ている こ と が

分か り ます。 つま り 、 KRONOS エデ ィ ターに親しんでいただければ、 必然的に KRONOS の操作にも慣れる こ と が

でき、 同様に KRONOS 上の操作に親しんでいただければ、 KRONOS エデ ィ ターも気軽にご使用いただけます。

KRONOS と KRONOS エデ ィ ターと の操作上の大き な違い と し て、KRONOS エデ ィ ターには様々なモード用のバン

ク ・ エデ ィ ターがあ る点が挙げられます。 バン ク ・ エデ ィ ターでは、 プロ グ ラ ムの並べ替えなどの作業が簡単に

行えます。 例えば、 使用頻度の高いプロ グ ラ ムを、 一つのバン ク にま と めた り する こ と ができ ます。 詳細につい

ては、 38 ページの 「バン ク をエデ ィ ッ ト する」 を参照し て く ださい。

SET LIST、 COMBI、 PROG、 SEQ の各モード のバン ク ・ エデ ィ ターは、 次の手順で表示させる こ と ができ ます。

1. バン ク ・ エデ ィ ターを表示させたいモード のモード ・ ボタ ン （画面右上） を ク リ ッ ク し ます。

2. 画面下部のタブ ・ セレ ク ターの下の行にあ る Play タブを ク リ ッ ク し ます （Set List モード が Set List タブ）。

3. タブ ・ セレ ク ターの上の行にあ る Banks タブ （SEQ モード は Songs タブ） を ク リ ッ ク し ます。
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ド ラ ムキ ッ ト 、ウ ェーブ・シーケン ス、KARMA GE のバン ク・エデ ィ ターは、次の手順で表示させる こ と ができ ます。

1. Global モード ・ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. タブ ・ セレ ク ターの下の行にあ る Drum Kit、 Wave Seq、 または GE Banks を ク リ ッ ク し ます。

3. ア ク セス し たいバン ク に対応し ている タブ （タブ ・ セレ ク ターの上の行） を ク リ ッ ク し ます。

KRONOS エデ ィ ターのみにあ る も う 1 つのページは Transfer ページです。Transfer ページは、各バン ク のデータ を

KRONOS に転送するためのページです。 このページは次の手順でア ク セス し ます。

1. Global モード ・ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. タブ ・ セレ ク ターの下の行、 右隅にあ る KRONOS Transfer を ク リ ッ ク し ます。
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KRONOS エデ ィ ターを使う

パラ メ ーター ・ エデ ィ ター
KRONOS と 同様、 KRONOS エデ ィ ターに も 7 種類のパラ メ ーター ・ エデ ィ ターがあ り ます （セ ッ ト ・ リ ス ト 、

Combi、 プロ グ ラ ム、 ソ ング、 ウ ェーブ ・ シーケン ス、 ド ラ ムキ ッ ト 、 グ ローバル） 。 5 つの メ イ ン ・ エデ ィ ター

は、 エデ ィ ター画面の右上にあ る各ボタ ンを ク リ ッ クする こ と でア ク セスでき ます。 また、残 り 2 つのエデ ィ ター

は、 KRONOS と同様、 Global エデ ィ ター内のタブから ア ク セスでき ます。

エデ ィ ターのモー ド ・ ボ タ ン を ク リ ッ クするか、 または KRONOS のモー ド ・ ス イ ッ チを押す と、 エデ ィ ター と

KRONOS の両方がそのモード に切 り 替わ り ます。

パラ メ ーターをエデ ィ ッ ト する
KRONOS エデ ィ ターを起動する と、 自動的に KRONOS からエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァにあ るデータ を ロード し ますの

で、 すぐにパラ メ ーターのエデ ィ ッ ト がどのよ う な も のかを試すこ と ができ ます。 エデ ィ ター画面の右上隅にあ

るモー ド ・ ボ タ ンを ク リ ッ ク し、 エデ ィ ッ ト するモー ド を選択し （必要に応じ て画面下部のタブ も ク リ ッ ク し ま

す）、 エデ ィ ッ ト し たいページを表示させます。

エデ ィ ッ ト し たいパラ メ ーターを ク リ ッ クする と、そのパラ メ ーターに赤のフ レームが表示されます。 このフ レー

ムは、 そのパラ メ ーターが現在エデ ィ ッ ト 可能な （フ ォーカス された） 状態にあ る こ と を示し ています。 パラ メ ー

ターのエデ ィ ッ ト 操作には数種類があ り ますが、 最も基本的な操作法は ド ラ ッ グによ る ものです。

1. エデ ィ ッ ト し たいパラ メ ーターを ク リ ッ ク し ます。

2. 選択し たパラ メ ーター上でマウ スのボタ ンを押し たま まにし ます。

3. マウ ス を上下に ド ラ ッ グ （動かす） する と パラ メ ーターの値が変化し ます。

こ の と き、 KRONOS 上でも同じパラ メ ーターが表示されている場合、 エデ ィ ター上でパラ メ ーターの値を変更さ

せる と、 KRONOS 上でも その値が変化し ます。 ですがほ と んどの場合、 パラ メ ーター ・ エデ ィ ッ ト をする際には、

エデ ィ ターと KRONOS を同期させてお く 必要はあ り ません。 それは KRONOS エデ ィ ターが自動的に処理し ます。

ほ と んどのパラ メ ーターは、 後述する様々な方法でエデ ィ ッ ト が可能です。 その方法を大別する と、 ク リ ッ ク＆

ド ラ ッ グ ・ エデ ィ ッ ト 、 ダブルク リ ッ ク ・ エデ ィ ッ ト 、 右ク リ ッ ク ・ エデ ィ ッ ト （Windows）、 Ctrl ク リ ッ ク ・ エ

デ ィ ッ ト （Mac）、 コ ンピ ューターのキーボード を使用し た数値直接入力や、 イ ン ク リ メ ン ト / デク リ メ ン ト 入力

と な り ます。

また、 外部ハード ウ ェア ・ コ ン ト ローラーからパラ メ ーター ・ エデ ィ ッ ト を行え る CC MIDI コ ン ト ロール ・ メ ッ

セージをアサイ ンする こ と も可能です。

カス タム ・ コ ン ト ロールをエデ ィ ッ ト する

KRONOS には、 パラ メ ーターの状態をグ ラ フ ィ ッ ク表示し たカ ス タ ム ・ コ ン ト ロールが数多 く あ り ます。 これら

のカス タ ム ・ コ ン ト ロールの う ちのほ と んどは KRONOS エデ ィ ター上にも あ り ます。 両者の違いは、 エデ ィ ター

の場合はマ ウ ス を使ってエデ ィ ッ ト する点にあ り ます。 他のパ ラ メ ーター と 同様にエデ ィ ッ ト し たいパ ラ メ ー

ターを ク リ ッ ク し て選択する こ と ができ ます。 エデ ィ ッ ト し たいパラ メ ーターを選択し た と きに、 そのパラ メ ー

ターに赤いフ レームが表示されれば、 そのパラ メ ーターのエデ ィ ッ ト が行えます。

カス タ ム ・ コ ン ト ロールの詳しいエデ ィ ッ ト 方法については、 後述し ます。
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ポッ プア ッ プ ・ メ ニューについて

各パラ メ ーター ・ エデ ィ ターにはポ ッ プア ッ プ ・ メ ニ ューがあ り 、 そ こ で様々な コマン ド を実行する こ と ができ

ます。 ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューには、 エデ ィ ター上のパラ メ ーターがない場所で右ク リ ッ ク （Windows） またはコ

ン ト ロール ・ キーを押し ながら ク リ ッ ク （Mac、 以下 Ctrl ク リ ッ ク） する こ と でア ク セスでき ます。

ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューに表示される コマン ド等の内容は、 使用し ているエデ ィ ターによ って変化し ます。

KRONOS からエデ ィ ッ ト し たいデータ をロー ド する

KRONOS エデ ィ ター上に表示されているデータ と は別のデータ をエデ ィ ッ ト し たい場合、 まず KRONOS 上でエ

デ ィ ッ ト し たいデータ を選択し、 次に KRONOS エデ ィ ター上のエデ ィ ッ ト 可能なパラ メ ーターがない場所で右ク

リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） し てポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューを表示させます。 メ ニューの中程にあ る 「Get <data

type>」 を選択する と、 KRONOS のエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ に入っているデータがエデ ィ ターに転送され、 画面に表

示されます。

これでそのデータ をエデ ィ ター上でエデ ィ ッ ト でき ます。

Note 1: すでに KRONOS エデ ィ ター上で作業中の場合は、 KRONOS からデータ を転送する前に作業中のデータ を

バン ク にセーブし ておき ま し ょ う （または個別のフ ァ イル と し てセーブする こ と もでき ます）。 これは、 KRONOS

からデータ を転送する と、 作業中のデータに上書き し て し ま う からです。

Note 2: 作業中のデータの有無に関係な く 、 ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューに表示される コマン ド の内容は変わらず、 常

に一定です。

Note 3: 本マニュ アルのチュー ト リ アル通 り に KRONOS から全データ を KRONOS エデ ィ ターに転送し ている場合、

KRONOS エデ ィ ターは自動的にパラ メ ーターの変更を KRONOS エデ ィ ター上のエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァだけでな

く 、 KRONOS 上のエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァにも行います。 これは、 KRONOS エデ ィ ター上のデータ と KRONOS 上の

データ を同期させたい場合に非常に便利です。

バン クからデータ をロー ド し てエデ ィ ッ ト する

KRONOS エデ ィ ターの操作に慣れて き ますと、 バン ク からエデ ィ ッ ト し たいデータ を呼び出し てエデ ィ ッ ト する

手順が通例になって き ます。 バン ク ・ ページはタブ ・ バーの下の行にあ る Play タブを ク リ ッ ク し、 次に上の行に

あ る Banks を ク リ ッ クする と表示されます。 バン ク ・ ページが表示された ら、 その中からエデ ィ ッ ト し たいデー

タ をダブルク リ ッ ク し ます。 する と、 そのデータがエデ ィ ターにロー ド され、 エデ ィ ターの画面が メ イ ン ・ ペー

ジに切 り 替わ り ます。

Note: KRONOS エデ ィ ターのデフ ォル ト 設定では、 作業中のデータがあ る場合に別のデータ をエデ ィ ッ ト ・ バッ

フ ァにロードする と、 作業中のデータが自動的に失われる設定になっています。 この設定は、 Preferences で自動

的にセーブする か、 その都度確認ダ イ ア ロ グ を表示 さ せる かのど ち ら かに変更で き ます。 デフ ォル ト 設定では

KRONOS 本体の動作と同様にするために、 新たにロード し たデータが上書きする設定になっています。
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エデ ィ ッ ト し たデータ を保存する
デフ ォル ト では、 KRONOS エデ ィ ターは、 KRONOS 本体と同様にエデ ィ ッ ト 作業中に別のデータ をバン ク からパ

ラ メ ーター ・ エデ ィ ッ ト ・ バ ッ フ ァ にロー ド する と、 作業中だったデータは失われる設定になっています。 こ の

動作は Preferences の Patch Edit タブで、 作業中のデータ を保存するかど う かを確認するダ イ ア ロ グを表示させる

か、 または自動的に保存するかのどち らかに変更する こ と ができ ます。

エデ ィ ッ ト し たデータ を元のバン クに保存する

エデ ィ ッ ト し たデータ （例えばコ ンビネーシ ョ ン） を、 元のバン ク に保存する手順は次の通 り です。

1. エデ ィ ター上のエデ ィ ッ ト 可能なパラ メ ーターがない場所で右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） を し ます。

下図のよ う なポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューが表示されます。

2. メ ニューから Store in を選択し ます。

エデ ィ ッ ト し たデータ を別のロケーシ ョ ンに保存する

エデ ィ ッ ト し たデータ （例えばコ ンビネーシ ョ ン） を、 そのデータが元々あった ロ ケーシ ョ ン （番号） ではない、

別のロ ケーシ ョ ンに保存し たい場合は、 次の手順で行います。

1. エデ ィ ター上のエデ ィ ッ ト 可能なパラ メ ーターがない場所で右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） を し ます。

ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューが表示されます。

2. メ ニューから Store In を選択し ます。

する と、 元のロ ケーシ ョ ンが自動的に選択された状態で Store In ダ イ ア ロ グが表示されます （元のロ ケー
シ ョ ンに保存可能な場合）。

3. 保存し たいバン ク と ロ ケーシ ョ ンを指定し ます。
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4. Store to Destination ボタンを ク リ ッ クする と、指定したバン ク、 ロケーシ ョ ンにデータ （図の例ではコンビネー

シ ョ ン） を保存し ます。

KRONOS からエデ ィ ッ ト する
KRONOS エデ ィ ターは、 KRONOS からのシステム ・ エ ク ス クルーシブ ・ メ ッ セージをすべて受信する こ と ができ

ます。

こ のため、 エデ ィ ター上でエデ ィ ッ ト ができ るだけでな く 、 KRONOS 本体でも エデ ィ ター上のデータ をエデ ィ ッ

ト する こ と ができ ます。 こ の場合、 エデ ィ ター上のデータに対応する KRONOS 上のデータ も同時にエデ ィ ッ ト す

る こ と にな り ます。

エデ ィ ターの動作を カス タ マイズする
KRONOS エデ ィ ターには、 エデ ィ ターの動作をカ ス タマイ ズするためのパラ メ ーターがあ り ます。 デフ ォル ト 設

定では KRONOS の動作と一致する よ う に設定されていますが、 エデ ィ ターの使用法などに合わせて変更する こ と

ができ ます。

なお、 こ の変更はすべてのパラ メ ーター ・ エデ ィ ターに共通し て反映されます。

手順は次の通 り です。

1. メ ニューから Preferences を選択し ます。 （Windows 版では Options メ ニューから選択し ます）

2. Patch Edit （Windows） タブ、 または Patch （Mac） タブを ク リ ッ ク し ます。

する と、 次のよ う な画面が表示されます。

3. 各パラ メ ーターを変更し、 OK ボタ ンを ク リ ッ クする と変更が保存されます。

Preferences の各パラ メ ーターに関する詳細は、 61 ページの 「Preferences ウ ィ ン ド ウ」 をご参照 く ださい。
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Set List エデ ィ ター
画面上部にあ る SET LIST ボタ ンを ク リ ッ クする と、 Set List エデ ィ ターが表示されます。

Set List エデ ィ ターの機能は、 以下の違いを除いて KRONOS と同様です。

• 1 ページにつき 32 個のス ロ ッ ト 表示 （KRONOS では 16 個）

• タブを ク リ ッ クする こ と によ り 各ス ロ ッ ト へダ イ レ ク ト に移動可能 （KRONOS では左右の三角形のボタ ンで 1
ページずつ移動）

• バン ク からエデ ィ ッ ト するセ ッ ト ・ リ ス ト を選択する場合は、 Bank タブを ク リ ッ ク し てから、 エデ ィ ッ ト し
たいセ ッ ト ・ リ ス ト をダブルク リ ッ クする
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Combination エデ ィ ター
エデ ィ ターの画面上部にあ る COMBI ボタ ンを ク リ ッ クする と、 Combination エデ ィ ターが表示されます。

エデ ィ ター内の各ページへは、 画面下部にあ る タブを ク リ ッ ク し て移動し ます。

バン ク からエデ ィ ッ ト する コ ンビネーシ ョ ンを選択する場合は、Play タブを ク リ ッ ク し てから Banks タブを ク リ ッ

ク し ます。 14 バン ク からエデ ィ ッ ト し たいコ ンビネーシ ョ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

現在選択し ている コ ンビネーシ ョ ンで使用し ているプロ グ ラ ムをエデ ィ ッ ト し たい場合は、 Play タブを ク リ ッ ク

し、 Prg Select / Mixer ページから、 エデ ィ ッ ト し たいプロ グ ラ ムの名前の と こ ろをダブルク リ ッ ク し ます。
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Program エデ ィ ター
画面上部にあ る PROG ボタ ンを ク リ ッ クする と、 Program エデ ィ ターが表示されます。 Program エデ ィ ターでは、

HD-1 プロ グ ラ ム、 EXi プロ グ ラ ムのどち ら も エデ ィ ッ ト 可能です。

HD-1 Program エデ ィ ター

エデ ィ ター内の各ページへの移動は、画面下部にあ る タブを ク リ ッ ク し て行います。 また、画面中央のフ ィ ルター

やエンベロープなどのグ ラ フ ィ ッ ク表示部を ク リ ッ ク し て、 エデ ィ ッ ト ・ ページへ移動する こ と も でき ます。

バン ク からエデ ィ ッ ト するプロ グ ラ ムを選択する場合は、 Play タブを ク リ ッ ク し てから Banks タブを ク リ ッ ク し

ます。 21 バン ク からエデ ィ ッ ト し たいプロ グ ラ ムをダブルク リ ッ クする と、 そのデータがエデ ィ ター上に表示さ

れ、 エデ ィ ッ ト 可能な状態にな り ます。

例えば、 現在選択し ている HD-1 プロ グ ラ ムで使用し ている ウ ェーブ ・ シーケン ス をエデ ィ ッ ト し たい場合、 画

面下部のタブ ・ セレ ク ターの下の行にあ る OSC/Pitch タブを ク リ ッ ク し、 上の行にあ る OSC 1 Basic または OSC

2 Basic タブの う ち、エデ ィ ッ ト し たいウ ェーブ・ シーケン ス を使用し ている方を ク リ ッ ク し ます。表示されたペー

ジにあ る ウ ェーブ ・ シーケン ス をダブルク リ ッ クする と、 Wave Sequence エデ ィ ターが表示されます。

また、 現在選択し ている HD-1 プロ グ ラ ムで使用し ている ド ラ ムキ ッ ト をエデ ィ ッ ト する場合は、 画面下部のタ

ブ・セレ ク ターの下の行にあ る OSC/Pitch タブを ク リ ッ ク し、つぎに OSC 1 Basic または OSC 2 Basic タブの う ち、

エデ ィ ッ ト し たい ド ラ ムキ ッ ト を使用し ている方を ク リ ッ ク し ます。 表示されたページか ら、 エデ ィ ッ ト し たい

ド ラ ムキ ッ ト をダブルク リ ッ クする と Drum Kit エデ ィ ターが表示されます。
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EXi Program エデ ィ ター

Song エデ ィ ター
画面上部の SEQ ボタ ンを ク リ ッ クする と Song エデ ィ ターが表示されます。

画面下部のタブを ク リ ッ ク し て Song エデ ィ ター内の各ページに移動でき ます。
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バン ク からエデ ィ ッ ト する ソ ングを選択する場合は、 タブ ・ セレ ク ターの下の行にあ る Play タブを ク リ ッ ク し て

から Songs タブを ク リ ッ ク し ます。その中からエデ ィ ッ ト し たいソ ングをダブルク リ ッ クする と そのソ ングが表示

され、 エデ ィ ッ ト でき ます。

KRONOS の Seqsuencer モード は他のエデ ィ ターと は異な り 、 エデ ィ ッ ト されるデータはエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァに

入 り ません。すべてのエデ ィ ッ ト はそのま ま ソ ングに反映されます。このため、KRONOS エデ ィ ターでは KRONOS

と は少し異な るエデ ィ ッ ト 環境を採用し ま し た。

1 つめの違いは、 Song エデ ィ ターに入る前にソ ング ・ バン ク を ロード し てお く 必要があ る点です。 ソ ング ・ バン

ク を ロードせずに画面最上部の SEQ ボタ ンを ク リ ッ ク し て Song エデ ィ ターに入ろ う とする と、 次のよ う な メ ッ

セージが表示されます ：

メ ッ セージが表示される と、 自動的に KRONOS Transfer ページに切 り 替わ り ます。

Song Bank ボタ ンを ク リ ッ ク し、 Get from Kronos ボタ ンを ク リ ッ ク し て KRONOS から ソ ング ・ バン ク を ロード し

ます。 これで、 Song エデ ィ ターで作業をする こ と ができ ます。

ソ ングで使用し ているプロ グ ラ ムをエデ ィ ッ ト する場合は、 Play タブに入っている MIDI Prog / Mixer ページでプ

ロ グ ラ ムの名前の と こ ろをダブルク リ ッ ク し ます。
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Global エデ ィ ター
画面上部の GLOBAL ボタ ンを ク リ ッ クする と、 Global エデ ィ ターが表示されます。

画面下部にあ る タブを ク リ ッ ク し て各ページに移動でき ます。

KRONOS 本体と同様に、 ウ ェーブ ・ シーケン スや Drum Kit エデ ィ ターも Global エデ ィ ターから ア ク セスでき ま

す。 Global エデ ィ ターのほ と んどのタブでは、 KRONOS 本体と同様なエデ ィ ッ ト 作業が可能ですが、 2 つのセ ク

シ ョ ンが KRONOS 本体と は異な り ます。 1 つは、 こ のページの 「Create Program Names File」 セ ク シ ョ ンです。 も

う 1 つは、 34 ページで説明する 「KRONOS Transfer ページ」 です。

Note: Sampling モー ド および Disk モー ド について

エデ ィ ターには、 KRONOS 本体にあ る Sampling モード、 Disk モード があ り ません。 このため、 KRONOS 本体で、

これらのモード を選択し た と きは、 Global モード が選択されます。

Create Program Names File

こ のセ ク シ ョ ンの 3 つのコマン ド を使って、 KRONOS のプロ グ ラ ムのネーム ・ リ ス ト ・ フ ァ イルを作成する こ と

ができ ます。 各種 DAW アプ リ ケーシ ョ ンで使用でき る フ ォーマ ッ ト のフ ァ イル作成が可能です。 プロ グ ラ ム ・

モード の、 プロ グ ラ ム ・ ネーム ・ リ ス ト のみが対象にな り ます。

XML midnam

XML midname フ ァ イルは、 Pro Tools、 Digital Performer で使用でき る ス タ ンダード なフ ォーマ ッ ト です。 KRONOS

を USB ケーブル経由でコ ンピ ューターと接続する こ と で、 XML midname フ ァ イルは、 非常に簡単な操作で使用す

る こ と ができ ます。 KRONOS を MIDI ケーブル経由で接続し、 Mac OS X を使用し ている と きは、 Audio MIDI 設定

アプ リ ケーシ ョ ンで KRONOS を設定する必要があ り ます。

以下の手順で、 midname フ ァ イルを適切な場所にセーブし ます。

1. XML midname... ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. KRONOS.midname と名前を入力し て、 フ ァ イルを以下の場所にセーブし ます。

Digital Performer

　 [Disk Name]/ ラ イブラ リ /Audio/MIDI Devices/MOTU

Pro Tools

　 [Disk Name]/ ラ イブラ リ /Audio/MIDI Patch Name/Avid/Korg
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旧バージ ョ ンの Pro Tools

　 [Disk Name]/ ラ イブラ リ /Audio/MIDI Patch Name/Degidesign/Korg

セーブすべき場所は、 DAW プロ グ ラ ムや OS のバージ ョ ン ・ ア ッ プで変更になる可能性があ り ます。 DAW
プロ グ ラ ムを取扱説明書で確認し て く ださい。

Note: ア ク セス権の設定や、 OS バージ ョ ンの関係で、 上記の場所に直接セーブでき ない場合があ り ます。 セーブ

時にエ ラー ・ メ ッ セージが表示される場合は、 書類フ ォルダー等、 他の場所に一旦セーブし ます。 その後、 上記

の場所にフ ァ イルを コ ピーし て く ださい。

DAW プロ グ ラ ムを起動し た と きに、MIDI デバイ スに KRONOS を選択でき ます。そし てパッチ・ リ ス ト に KRONOS

のプロ グ ラ ム ・ ネームが表示されます。

KRONOS を MIDI ケーブル経由で接続し ている と きは、 以下の手順で Audio MIDI 設定の操作が必要です。

1. Audio MIDI 設定アプ リ ケーシ ョ ンを起動し ます。

2. MIDI ウ イ ン ド ウが表示されない場合は、 ウ イ ン ド ウ ・ メ ニューから 「MIDI ウ イ ン ド ウ を表示」 を選択し ます。

3. KRONOS の表示がない と きは、 「装置を追加」 を ク リ ッ ク し て追加し て、 MIDI 接続設定を し ます。

4. KRONOS をダブル ・ ク リ ッ ク し て、 プロパテ ィ ・ ウ イ ン ド ウ を表示し ます。

5. 装置名に KRONOS を入力し ます。

6. 製造元に、 KORG INC. と入力し ます。

プルダウ ン ・ メ ニューから Korg を選択し ないで く ださい。 必ず KORG INC. を入力し て く ださい。

7. プロパテ ィ ・ ウ イ ン ド ウ を閉じ ます。 Audio MIDI 設定アプ リ ケーシ ョ ンを閉じ ます。

これで、 DAW プロ グ ラ ムは、 MIDI システム内に KRONOS を認識し ます。

Sonar .INS

こ のコマン ド を使用する と、 KRONOS に保存されているデータ名の情報がすべて入った .INS フ ァ イルを作成し ま

す。

こ のフ ァ イルは 1993 年以降に リ リ ース されたシーケン ス ・ ソ フ ト の Sonar や Cakewalk で使用する もので、 この

フ ァ イルによ り パッ チを番号ではな く 名前で選択する こ と ができ ます。 これらのシーケン ス ・ ソ フ ト を使用し て

いる場合、 作業が非常に楽にな り ます。

Sonar や Cakewalk には Mac 版はあ り ませんが、 ネ ッ ト ワーク を使って Mac と Windows を同時に使って制作する ス

タ ジオも あ り ます。 こ のよ う な場合、 Mac 版でも このコマン ド が使用でき る こ と によ り 、 Windows 環境と の連携が

ス ムーズに行えます。

操作方法 :

1. File メ ニューから Export Sonar/Cakewalk .INS File... を選択し ます。

2. フ ァ イル ・ セレ ク ター画面が表示され、 作成する フ ァ イルの名前と セーブ先を指定し ます。

3. OK を ク リ ッ クする と .INS フ ァ イルを作成し ます。

4. Sonar （または Cakewalk） で Options -> Instruments... を選択し ます。

または

Sonar X1 で Edit->Preferences... を選択し て、 左のコ ラ ムから MIDI -> Instruments を選びます。

5. Assign Instruments ダ イ ア ロ グが表示され、 Define... を ク リ ッ ク し ます。

6. Define Instruments and Names ダ イ ア ロ グが表示され、 Import... を ク リ ッ ク し ます。

7. フ ァ イル ・ セレ ク ター画面が表示されますので、 手順 2 で作成し たフ ァ イルを選択し ます。

8. これで KRONOS の情報が instrument definitions リ ス ト に追加されます。

9. Define Instruments and Names ダ イ ア ロ グを閉じ ます。

10. Assign Instruments ダ イ ア ロ グで Output/Channel コ ンビネーシ ョ ンを選択し ます。

11. 新規にロード された instrument definition （右側に表示されます） を選択し ます。

12. OK ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

13. これで、 Sonar （または Cakewalk） で選択し た Output/Channel コ ンビネーシ ョ ンを使って作業をする際に、 作

成し た .INF フ ァ イルの情報に従った音色名などが表示されます。
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Cubase Patchscript

こ の コ マン ド を使用する こ と に よ り 、 KRONOS に保存 さ れてい るデー タ の名前に関す る情報がすべて入っ た

Cubase 用のパッチス ク リ プ ト ・ フ ァ イルを作成し ます。

こ のフ ァ イルは 1994 年以降に リ リ ース されたほ と んどの Cubase で使用でき、 こ のフ ァ イルを Cubase にロードす

る こ と で KRONOS の音色名などが番号ではな く 名前で表示されます。Cubase環境での制作が非常に楽にな り ます。

操作方法 :

1. File メ ニューから Export Patchscript File... を選択し ます。

2. フ ァ イル ・ セレ ク ター画面で、 これから作成する フ ァ イルの名前やセーブ先を指定し ます。

3. OK ボタ ンを ク リ ッ ク し てパッチス ク リ プ ト を作成し ます。

4. 手順 2 で、 お使いの Cubase が参照し ているパッチス ク リ プ ト ・ フ ォルダー以外のフ ォルダーを指定し た場合

は、 PC のフ ァ イルマネジャー / エク スプローラーでフ ァ イルを正しい位置に移動させて く ださい。

5. Cubase を起動し、 Device -> MIDI Device Manager を選択し ます。

6. MIDI Device Manager ダ イ ア ロ グが表示され、 Install Device を選択し ます。

7. Add MIDI Device ダ イ ア ロ グが表示されますので、 作成し たフ ァ イルを選択し て OK を ク リ ッ ク し ます。

8. この と き、 フ ァ イルが正しいフ ォルダーにない と、 フ ァ イルが表示されません。

9. Installed Device リ ス ト が表示されますので、 新たにイ ン ス ト ールされたデバイ ス を選択し ます。

10. イ ン ス ト ゥ ル メ ン ト ・ モード を設定する場合は、 Open Device ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

11. Device を ク リ ッ ク し て Bank Assignment を選択し ます。

12. Instrument description ページが 16 MIDI チャ ンネル表示に切 り 替わ り ます。

13. Cubase 上で使用し たいモード を各チャ ンネル別に選択し ます。

14. 設定が完了し ま し た ら、 Instrument ウ ィ ン ド ウ を閉じ ます。

15. MIDI Device Manager ダ イ ア ロ グの下段に、 「Not Connected」 と表示されますので、 ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニュー

を使って KRONOS が接続されている MIDI ポー ト を選択し ます。

KRONOS Transfer ページ
画面上部の GLOBAL ボタ ンを ク リ ッ ク し、 画面下部にあ る KRONOS Transfer タブを ク リ ッ クする と、 KRONOS

Transfer ページが表示されます。
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こ のページでは、 KRONOS に対し て、 各種バン ク ・ データの送受信を行 う こ と ができ ます。 チェ ッ ク ・ ボ ッ ク ス

がオンのバン ク ・ データが送受信の対象にな り ます。 それぞれのバン ク ・ グループの、 ALL ボタ ン、 CLR ボタ ン

を ク リ ッ クする と、 グループ内の全てのチェ ッ ク ・ ボ ッ ク スがオン またはオフにな り ます。 Get from Kronos ボタ

ン、 Send To Kronos ボタ ンを押す と、 Kronos からの受信、 Kronos への送信を開始し ます。 ALL BANKS セ ク シ ョ ン

では、 全てのバン ク ・ データが送受信の対象にな り ます。

Select Unsynced ボタ ン

こ のボ タ ン を ク リ ッ クする と、 KRONOS と、 KRONOS エデ ィ ターでシン ク ロ し ていないバン ク ・ データのみの

チェ ッ ク ・ ボ ッ ク スがオンにな り ます。 ( 詳細については、 44 ページの 「[Synchronized] - シン ク ロ ・ エデ ィ ッ ト

と  [Un-synchronized] - 非シン ク ロ ・ エデ ィ ッ ト について」 を参照し て く だ さ い。 ) こ れ ら のバン ク ・ データ を、

KRONOS へ送信するか、 KRONOS から受信する こ と で、 両者はシン ク ロ し ている状態にな り ます。

1. ALL BANKS セ ク シ ョ ンの、 Select Unsynced ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

全てのシン ク ロ し ていないバン クのチェ ッ ク ・ ボ ッ ク スがオンにな り ます。

2. Get from Kronos ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 KRONOS から KRONOS エデ ィ ターへデータ を転送し ます。 または、

Send To Kronos ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 KRONOS エデ ィ ターから KRONOS へデータ を転送し ます。

エデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ ・ セクシ ョ ン

KRONOS の内部では、 データの各タ イプ、 セ ッ ト ・ リ ス ト 、 コ ンビネーシ ョ ン、 プロ グ ラ ムなどをエデ ィ ッ ト す

る際に、 特別な メ モ リ ー ・ エ リ アにそのデータが入 り ます。 それが 「エデ ィ ッ ト ・ バ ッ フ ァ」 です。 例えば、 プ

ロ グ ラ ム INT-A000 の音色をエデ ィ ッ ト する と し ま し ょ う 。こ の と き、KRONOS 内部ではそのプロ グ ラ ムのコ ピー

を作成し、 そのコ ピーをエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ に格納し ます。 実際のエデ ィ ッ ト は、 こ のコ ピーされたデータに

対し て行われます。 こ の間、 元のプロ グ ラ ムは Write コマン ド が実行される まで、 何も変更されません。

KRONOS エデ ィ ターでも この方式を採用し ています。 つま り 、 エデ ィ ッ ト されたデータは一旦バッ フ ァに蓄え ら

れ、 Store コマン ド を実行する と そ こ からデータがバン ク内のロ ケーシ ョ ンに移動し、 保存が完了し ます。

Transfer ページのこのセ ク シ ョ ンでは、 KRONOS のエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ に入っているデータ、 つま り KRONOS

上で現在選択されている あ らゆるデータ、セ ッ ト ・ リ ス ト 、 コ ンビネーシ ョ ン、プロ グ ラ ム、 ド ラ ムキ ッ ト 、 ウ ェー

ブ ・ シーケン ス、 グ ローバル ・ データ を KRONOS エデ ィ ターに転送し た り 、 逆に KRONOS エデ ィ ター上のエ

デ ィ ッ ト ・ バッ フ ァにあ るデータ を KRONOS に転送する こ と ができ ます。

なお、 ス タ ン ド ア ローン版の KRONOS エデ ィ ターでは、 起動時にエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァのデータ を自動的にロー

ド し ますが、 プラ グ イ ン版では自動的にはロード し ません。
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Wave Sequence エデ ィ ター
画面上部の GLOBAL ボタ ンを ク リ ッ ク し、 画面下部にあ る Wave Seq タブを ク リ ッ クする と、 Wave Sequence エ

デ ィ ターが表示されます。

画面下部のタブを ク リ ッ ク し て、 エデ ィ ター内の各ページに移動でき ます。

ウ ェーブ ・ シーケン ス をバン ク か ら エデ ィ ッ ト する場合は、 画面下部のタ ブ ・ セレ ク ターの上の行にあ る Bank

INT、 Banks A B C ～ Banks FF GG からエデ ィ ッ ト し たいウ ェーブ ・ シーケン スが入っているバン ク を選択し、 そ

のバン ク からエデ ィ ッ ト し たいウ ェーブ ・ シーケン ス をダブルク リ ッ ク し ます。

また、 Wave Sequence エデ ィ ターは、 HD-1 Program エデ ィ ター上から も選択し たウ ェーブ ・ シーケン スの名前を

ダブルク リ ッ クする こ と で開 く こ と が可能です。
36



KRONOS エデ ィ ターを使 う パラ メ ーター ・ エデ ィ ター
Drum Kit エデ ィ ター
画面上部の GLOBAL ボタ ンを ク リ ッ ク し、画面下部にあ る Drum Kit タブを ク リ ッ クする と、Drum Kit エデ ィ ター

が表示されます。

画面下部にあ る タブを ク リ ッ ク し て、 エデ ィ ター内の各ページに移動でき ます。

バン ク から ド ラ ムキ ッ ト をエデ ィ ッ ト する場合、画面下部のタブ・ セレ ク ターの上の行にあ る Drum Kit Banks 1 ～

3 の う ち、 エデ ィ ッ ト し たい ド ラ ムキ ッ ト が入っているバン ク を選択し、 そのバン ク に入っている ド ラ ムキ ッ ト を

ダブルク リ ッ クする と エデ ィ ターが開き ます。

Drum Kit エデ ィ ターは、 HD-1 Program エデ ィ ターから も、 選択し たプロ グ ラ ムで使用し ている ド ラ ムキ ッ ト をダ

ブルク リ ッ クする こ と で開 く こ と が可能です。
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バン ク をエデ ィ ッ ト する

オーバービ ュー
バン ク ・ ビ ュー

グ ローバル以外のすべてのデータ ・ タ イプはバン ク に保存されています。 こ のデータ ・ タ イプにはセ ッ ト ・ リ ス

ト 、 コ ンビネーシ ョ ン、 プロ グ ラ ム、 ソ ング、 ウ ェーブ ・ シーケン ス、 ド ラ ムキ ッ ト が含まれます。 KRONOS エ

デ ィ ターの各データ ・ タ イプのバン ク ・ エデ ィ ターは、 すべて同じ構成になっていますので、 こ こ ではプロ グ ラ

ム ・ バン ク を例にその機能を説明し ます。 も ちろん、 他のモー ド でのバン ク ・ エデ ィ ターに も同様の機能があ り

ます。

こ こ ではバン ク ・ エデ ィ ターの基本的な機能を説明し ます。バン ク ・ エデ ィ ターの全機能の詳細な説明は、87 ペー

ジの 「バン ク ・ エデ ィ ター ・ リ フ ァ レ ン ス」 をご参照 く だ さ い。 そ こ ではバン ク ・ エデ ィ ターのすべての操作法

や、 メ ニュー ・ コマン ド等を説明し ています。

バン ク ・ エデ ィ ターを見つける
バン ク ・ エデ ィ ターは、 そのモード のエデ ィ ター内にあ り ます。 例えばプロ グ ラ ム ・ バン クは Program エデ ィ ター

内にあ り ます。 同様に、 コ ンビネーシ ョ ン ・ バン クは Combination エデ ィ ター内にあ り ます。 各モー ド のバン ク ・

エデ ィ ターの位置関係を ま と める と、 次の表のよ う にな り ます。

バン ク ・ エデ ィ ター モー ド タ ブ （下） タ ブ （上）

Set List Set List Set List Bank

Combination Combi Play Banks

Program Prog Play Banks

Song Seq Play Songs

Wave Sequence Global Wave Seq 6 タ ブ (Bank Int, Banks A B C ～ Banks FF GG)

Drum Kit Global Drum Kit 3 タ ブ (Drum Kit Banks 1 ～ 3)
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バン ク ・ エデ ィ ターの基本的な機能
KRONOS 本体のバン ク ・ エデ ィ ターのデフ ォル ト 状態の機能について説明し ます。 バン ク ・ エデ ィ ターの各種設

定は Preferences で変更する こ と ができ ます。

オーデ ィ シ ョ ンをする

バン ク にあ るデータ を ク リ ッ クする と、 そのデータがエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァに送信されます。 プロ グ ラ ムの場合、

ク リ ッ ク し たプロ グ ラ ムがそれまでエデ ィ ッ ト ・ バ ッ フ ァ に入っていたプロ グ ラ ム と 入れ替わ り 、 新たに ク リ ッ

ク し たプロ グ ラ ムの音色を聴 く こ と ができ ます。

ド ラ ッ グ＆ド ロ ッ プによるエデ ィ ッ ト

バン ク内のデータ を ク リ ッ ク し たま まマウ ス を動かし て別のロ ケーシ ョ ンにデータ を移動させマウ ス ・ ボ タ ンを

離すと、 移動先のデータ と元のデータ と のロ ケーシ ョ ンが入れ替わ り ます。

範囲選択をする

バン ク内のデータ を ク リ ッ ク し、コ ンピ ューターのキーボード にあ る SHIFTキーを押し ながら別のデータ を ク リ ッ

クする と、 最初に ク リ ッ ク し たデータか ら次に ク リ ッ ク し たデータ までの範囲を選択する こ と ができ ます。 範囲

選択の方法は他にもい く つかあ り ます。 詳細は、 88 ページの 「複数のパッチを選択する」 をご参照 く ださい。

パラ メ ーター ・ エデ ィ ターを開 く

バン ク内にあ るデータ をダブルク リ ッ クする と、 そのデータのパラ メ ーター ・ エデ ィ ターが開き ます。

コ ンテ クス ト ・ メ ニューについて

バン ク ・ エデ ィ ターの多 く の機能は、 コ ンテ ク ス ト ・ メ ニ ューに入っています。 右 ク リ ッ ク （Windows） ま たは

Ctrl ク リ ッ ク （Mac） でコ ンテ ク ス ト ・ メ ニューを開き ます。

KRONOS からデータ を転送する

KRONOS から選択し たデータ を KRONOS エデ ィ ターのバン ク に転送するには、 バン ク内にあ るデータ を選択し、

右ク リ ッ ク （Windows） または Ctrl ク リ ッ ク （Mac） を し て コ ンテ ク ス ト ・ メ ニューを開き ます。 その中から Get

the selected <data type> elements （ メ ニ ューの最後にあ り ます） を選択し ます。 なお、 こ の操作はエデ ィ ター内の

データ を上書き し ますのでご注意 く ださい。

データ を KRONOS に転送する

バン ク内の選択し たデータ を KRONOS に転送するには、 バン ク内のデータ を選択し、 次に右ク リ ッ ク （Windows）

または Ctrl ク リ ッ ク （Mac） を し てコ ンテ ク ス ト ・ メ ニューを開き ます。 その中から Transmit selected elements in

Bank （ メ ニューの下から 2 番目にあ り ます） を選択し ます。 なお、 この操作は KRONOS 内のデータ を上書き し ま

すのでご注意 く ださ い。

R / T / A ボタ ンについて

各バン ク ・ エデ ィ ター画面の右上隅にあ る R、 T、 A の 3 つのボタ ンは、 それぞれ Receive （Get）、 Transmit、 Select

All 機能を実行する ためのボタ ンです。 これらの機能は、 ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューに入っている ものです。

R ボタ ンを ク リ ッ クする と、 その と き選択し ていたデータが KRONOS から転送されます。

T ボタ ンを ク リ ッ クする と、 その と き選択し ていたデータが KRONOS エデ ィ ターから KRONOS に転送され、上書

き されます。

A を ク リ ッ クする と、 バン ク内のすべてのデータ を選択し ます。
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Parent/Child リ レーシ ョ ンシ ッ プについて

Parent/Child リ レーシ ョ ンシ ッ プ とは？

コ ン ビネーシ ョ ンで使用し てい る プ ロ グ ラ ムは、 コ ン ビネーシ ョ ン内にそのプ ロ グ ラ ムのデータ その も のが コ

ピーされているわけではあ り ません。 実際には、 コ ンビネーシ ョ ンはプロ グ ラ ムのバン ク と 番号を参照し ている

だけです。

例えば、 プロ グ ラ ム I-A010 にピア ノ ・ サウ ン ド が入っていた と し ます。 Combi モード でプロ グ ラ ム I-A010 を選

択する と、 そのピア ノ ・ サウ ン ド を演奏でき ます。 それから しばら く し て、 そのコ ン ビネーシ ョ ンがプロ グ ラ ム

I-A010 のピア ノ ・ サウ ン ド を参照し ている と い う こ と を忘れて し まい、 シンセ ・ サウ ン ド をプロ グ ラ ム I-A010 に

保存し た と し ます。 する と ど う な るでし ょ う か？そ う です、 そのコ ンビネーシ ョ ンではピア ノ ・ サウ ン ド ではな

く 、 シンセ ・ サウ ン ド に置き換わって し まいます。

KRONOS エデ ィ ターでは、 このよ う な問題に 2 つの方法で対処し ています。 1 つめは、 プロ グ ラ ム ・ バン ク でコ

ンビネーシ ョ ンに使用し ているプロ グ ラ ムには、 名前の右側に小さ なフ ァ イルのア イ コ ンが表示されます。 その

ア イ コ ンにマウ ス ・ カーソルを重ねる と、 どのコ ンビネーシ ョ ンに使用し ているかが表示されます。

こ の機能は、 プロ グ ラ ム ・ バン クへ新たにプロ グ ラ ムを追加する場合に非常に便利な機能です。 つま り 、 こ のア

イ コ ンがないロ ケーシ ョ ンにプロ グ ラ ムを追加すれば、コ ンビネーシ ョ ンに影響を及ぼすこ と がないからです。ま

た、 プロ グ ラ ムのロ ケーシ ョ ンを変更し たい場合も同様に便利です。

2 つめはさ らに便利な機能です。 KRONOS エデ ィ ターには、 別のモード に参照されているデータのロ ケーシ ョ ン

を変更し て も、 他のデータに影響が出ないよ う に参照関係を自動的にア ッ プデー ト する機能があ り ます。 例えば、

上述の例で使用し たプロ グ ラ ム I-A010 のピア ノ ・サウ ン ド を U-F052 に移動させた と し ます。 これまでは、I-A010

を使用し ている コ ンビネーシ ョ ンをすべて手動で調べ上げ、1 つずつコ ンビネーシ ョ ンをア ッ プデー ト し な く ては

な り ませんでし たが、 KRONOS エデ ィ ターではそれを自動的にア ッ プデー ト し ます。 これは非常に便利です。

こ の機能は KRONOS エデ ィ ターで取 り 扱 う すべてのデータに対し て有効です。 つま り 、 セ ッ ト ・ リ ス ト 、 コ ンビ

ネーシ ョ ン、 プロ グ ラ ム、 ソ ング、 ウ ェーブ ・ シーケン ス、 ド ラ ムキ ッ ト に対し て有効です。 また、 バン ク内の

データ を移動し た り エデ ィ ッ ト し た場合も、 データ間の参照関係をキープし たま まア ッ プデー ト を自動的に行い

ます。

こ のよ う なデータ間の参照関係は、 次のよ う に例え る こ と も でき ます。 コ ンビネーシ ョ ンはプロ グ ラ ムを参照す

る側ですから、 この場合 「親」 にな り 、 その場合のプロ グ ラ ムは 「子」 と言 う こ と もでき ます。 人間関係では 「親」

にも親がいます。 KRONOS でも同様にコ ンビネーシ ョ ンは複数のプロ グ ラ ムの 「親」 ですが、 セ ッ ト ・ リ ス ト か

ら見ればコ ンビネーシ ョ ンは 「子」 にな り ます。

こ のよ う な 「データの親子関係」 を表にま と める と、 次のよ う にな り ます。

バン ク ・ エデ ィ ターでデータの Parent/Child リ レーシ ョ ンシ ッ プを確認する

下図をご覧 く ださ い。 名前の右上にフ ァ イルの形を し たア イ コ ンがあ るプロ グ ラ ムがい く つかあ り ます。 これは、

そのプロ グ ラ ムが他のデータの 「子」 になっている こ と を示すア イ コ ンです。 プロ グ ラ ムであれば、 コ ン ビネー

シ ョ ンやセ ッ ト ・ リ ス ト の 「子」 データになる場合があ り ますから、 このア イ コ ンはそのプロ グ ラ ムがコ ンビネー

シ ョ ン またはセ ッ ト ・ リ ス ト に参照されている と い う こ と示し ています。

Parent （親） Child （子）

Set Lists Combinations, Programs, Songs

Songs Programs, KARMA GEs

Combinations Programs, KARMA GEs

Programs Wave Sequences, Drum Kits, KARMA GEs
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「子」 データにはア イ コ ンが付き ます

そのプロ グ ラ ムがどのデータに参照されているかを確認するには、 マウ ス ・ カーソルをそのプロ グ ラ ムに重ねま

す。する と テキス ト ・エ リ アが表示され、その中に情報が表示されます。下の例では、「プロ グ ラ ム “L.Mays German

Grand” はコ ンビネーシ ョ ン “Classical Grand&Strings” で使用し ている」 と表示されています。 また、 複数のデータ

に参照されている場合は、 テキス ト ・ エ リ アを拡大し てな るべ く すべての参照関係を表示し ます。

データ間の参照関係が画面下部に表示されます

上述の通 り 、 KRONOS エデ ィ ターではデータ間の参照関係に変化が起きた場合に、 その関係をキープすべ く 自動

的にア ッ プデー ト を行います。 例えば上述の例のプロ グ ラ ム 「L.Mays German Grand」 を別のバン ク、 番号に移動

さ せた と し ます。 それで も KRONOS エデ ィ ターはそのプ ロ グ ラ ム を使用し てい る コ ン ビネーシ ョ ン INT-D49

「L.Mays Classical Grand&Strings」 のデータ を自動的にア ッ プデー ト し、 参照関係が崩れないよ う にし ます。

また、 上述の例では INT-A 6 「KRONOS Japanese Grand」 にはア イ コ ンが付いていません。 つま り このプロ グ ラ ム

を参照し ている他のデータはない と い う こ と です。 こ こ で INT-A 4 にあ る 「L.Mays German Grand」 と INT-A 6 を

ド ラ ッ グ＆ド ロ ッ プで入れ替えてみます。 する と、 下図のよ う に 「L.Mays German Grand」 のア イ コ ンは付いたま

ま、 ロ ケーシ ョ ンだけが変更されます。 こ の と き、 こ のプロ グ ラ ムを参照し ている コ ン ビネーシ ョ ンでは自動的

にこ のプロ グ ラ ムのロ ケーシ ョ ンをア ッ プデー ト し ているのです。
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では、 こ のプロ グ ラ ム を使用し ている （参照し ている） コ ン ビネーシ ョ ン 「Classical Grand&Strings」 も見てみま

し ょ う 。 下図をご覧 く ださい。 プロ グ ラ ム 「L.Mays German Grand」 のロ ケーシ ョ ンが I-A006 にア ッ プデー ト され

ている こ と が分か り ます。

「親」 データのバン ク ・ エデ ィ ターを開き、 データにマウ ス ・ カーソルを重ねる と、 その 「子」 データの一覧が表

示されます。 下図はコ ンビネーシ ョ ンのバン ク ・ エデ ィ ターの一部です。

「Electus Grandus」 にマウ ス ・ カーソルを重ねる と、 以下のよ う な情報が画面下部に表示されます。

上図は、 コ ンビネーシ ョ ン 「Electus Grandus」 はプロ グ ラ ム 「Crunch Clav」、 「The Power & The Glory」、 「Piano Wire

SW1」、 「Electro Rock Kit」 等を使用し ている と い う こ と を示し ています。

Parent/Child の両方になっているデータの参照関係の表示について

データの中には、 「親」 であ る と同時に 「子」 でも あ る ものも あ り ます。 例えばプロ グ ラ ムはコ ンビネーシ ョ ンか

ら参照されますか ら 「子」 にな り ますが、 同時にウ ェーブ ・ シーケン スや ド ラ ムキ ッ ト を参照する こ と も可能で

すから 「親」 にも成 り 得ます。

こ のよ う に 「親」 であ る と 同時に 「子」 で も あ るデータの参照関係を表示させる場合、 必ずし もすべての参照関

係が表示し切れない こ と があ り ます。 例えばコ ンビネーシ ョ ンでは参照関係に 「親」 （セ ッ ト ・ リ ス ト ） と 「子」

（プロ グ ラ ム） が含まれますが、 プロ グ ラ ムでは 「親」 （コ ン ビネーシ ョ ン と セ ッ ト ・ リ ス ト ） のみが表示されま

す。 すべての参照関係が表示されない と し て も、 実際の参照関係はすべてキープ されます。

Parent/Child ト ラ ッキングをオン / オフする

こ のよ う なデータ間の親子関係を自動的にア ッ プデー ト する機能を 「Parent/Child ト ラ ッ キング機能」 と呼んでい

ますが、 こ の機能はオン / オフ切替をする こ と ができ ます。 手順は次の通 り です。
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1. Preferences を開き ます。

2. Bank Edit タブを ク リ ッ ク し ます。

3. Parent/Child Relations からチェ ッ ク をはずす と オフにな り 、 チェ ッ ク を入れる と オンにな り ます。

バン ク ・ エデ ィ ター ・ プ リ フ ァ レンス
バン ク ・ エデ ィ ターの動作、 例えば ド ラ ッ グ＆ ド ロ ッ プ操作で何を行 う かや、 バン ク内のデータ を選択し た と き

にオーデ ィ シ ョ ン （試聴） を行 う かど う か、 Parent/Child リ レーシ ョ ンシ ッ プ機能のオン / オフなどを設定する こ

と ができ ます。 詳し く は、 65 ページの 「Bank Edit タブ」 をご参照 く ださい。
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KRONOS エデ ィ ターを使 う [Synchronized] - シン ク ロ ・ エデ ィ ッ ト と  [Un-synchronized] - 非シン ク ロ ・ エデ ィ ッ ト
[Synchronized] - シン ク ロ ・ エデ ィ ッ ト と
[Un-synchronized] - 非シン ク ロ ・ エデ ィ ッ ト について
KRONOS 上のデータ と、 KRONOS エデ ィ ター上にあ るデータは、 それぞれ別のデータです。 これは KRONOS エ

デ ィ ターを使用する上で非常に重要なポイ ン ト です。 ですが、 この 2 つのデータのセ ッ ト を互いに リ ン ク させ、 ど

ち ら か一方をエデ ィ ッ ト する と 同時に他方に も その結果が反映 さ れる よ う にする こ と も で き ます。 こ の状態を

「[Synchronized]- シン ク ロ し た状態」 と呼んでいます。 逆に 2 つのデータ ・ セ ッ ト が同期し ていない状態を 「[Un-

synchronized]- 非シン ク ロ状態」 と呼んでいます。

[Synchronized] - シン ク ロ ・ エデ ィ ッ ト

KRONOS エデ ィ ター と KRONOS 上のデータの内容が一致し ている場合、 KRONOS エデ ィ ター と KRONOS は

「[Synchronized]- シン ク ロ し た状態」 と な り ます。

KRONOS エデ ィ ター ・ バージ ョ ン 2 、 KRONOS システム ・ バージ ョ ン 2.0.2 以上の組み合わせでは、 エデ ィ ター

を起動し た と きや、 エデ ィ ターまたは KRONOS でフ ァ イルを ロード し た と きに、 シン ク ロ し た状態か否かを、 自

動的に検知し ます。

検知の結果、 全てのデータが一致し ている と き、 KRONOS エデ ィ ターのタ イ ト ル ・ バーに 「[Synchronized]」 と表

示されます。

全ての、 または一部のデータが、 一致し ていない と き、 以下の手順でシン ク ロ し ていないバン ク ・ データ を送受

信する こ と ができ ます。

1. 画面上部の GLOBAL ボタ ンを ク リ ッ ク し、 さ らに画面下部にあ る KRONOS Transfer タブを ク リ ッ ク し て、

KRONOS Transfer ページを表示し ます。

2. 左下部の ALL BANKS セ ク シ ョ ンの Select Unsynced ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

KRONOS エデ ィ ターは KRONOS と通信し て、 送受信が必要なバン ク を検知し て、 チェ ッ ク ・ ボ ッ ク ス を選
択し ます。

3. Get from Kronos ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 KRONOS から KRONOS エデ ィ ターへデータ を転送し ます。 または、

Send To Kronos ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 KRONOS エデ ィ ターから KRONOS へデータ を転送し ます。

KRONOS エデ ィ ターと KRONOS がシン ク ロ し た状態になる と、 KRONOS エデ ィ ターは、 あたかも KRONOS の メ

モ リ ー内容をそのま ま表示し ている かの よ う な状態にな り 、 KRONOS エデ ィ ター上でのあ ら ゆ る エデ ィ ッ ト が

KRONOS 上で も実行されます。 例えば、 KRONOS エデ ィ ター上でプロ グ ラ ムのコ ピー＆ペース ト を し て別のロ

ケーシ ョ ンに移すと、 KRONOS 上でも同様にプロ グ ラ ムのロ ケーシ ョ ンが変更されます。 また、 プロ グ ラ ムのエ

デ ィ ッ ト や、別のバン クへの保存を KRONOS エデ ィ ター上で行 う と、同時に KRONOS 上のそのプロ グ ラ ム もデー

タ内容が更新されます。

[Un-synchronized] - 非シン ク ロ ・ エデ ィ ッ ト

KRONOS エデ ィ ターのタ イ ト ル ・ バーに 「[Synchronized]」 と表示されていない場合、 KRONOS エデ ィ ター内の各

バン クは KRONOS から完全に分離し た状態にな り ます。 この状態では、 KRONOS エデ ィ ター上で行 う あ ら ゆるエ

デ ィ ッ ト は KRONOS エデ ィ ター上でのみ反映 さ れ、 KRONOS にはま っ た く 影響を及ぼ し ません。 こ の場合、

KRONOS エデ ィ ターでエデ ィ ッ ト し たバン ク を KRONOS で使用するには、Transmit コマン ド を使用し てデータ を

KRONOS に転送する必要があ り ます。

繰 り 返しにな り ますが、重要なポイ ン ト ですので強調し ておき ます。KRONOS エデ ィ ターが非シン ク ロ ・エデ ィ ッ

ト の状態にあ る場合、 KRONOS エデ ィ ター上で行 う すべてのエデ ィ ッ ト 、 そし て保存し たデータは、 KRONOS エ

デ ィ ター上でのみ反映され、 そのこ と によ り KRONOS 上のデータが変更される こ と はあ り ません。
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VST、 AU プ ラグイ ン
KRONOS エデ ィ ターには、 ス タ ン ド ア ローン版の他に、 VST、 AU のプラ グ イ ン版も あ り ます。 こ こ で重要なのは、

実際に音が出るのは KRONOS 本体であって、プラ グ イ ンではない と い う こ と です。 しかしそれでも、プラ グ イ ン ・

エデ ィ ターには、 お使いの DAW などの音楽制作環境のフ ァ イルに KRONOS の各種データ を一緒にセーブでき る

と い う 大きな メ リ ッ ト があ り ます。

ス タ ン ド アローン版との違いについて
プラ グ イ ン版の KRONOS エデ ィ ターの機能は、 ス タ ン ド ア ローン版と ほぼ同様ですが、 違いも若干あ り ます。

以下の通 り です。

セ ッ ト ・ フ ァ イルの保存機能がな く 、 代わ り にお使いの DAW などのシーケン ス ・ ソ フ ト のフ ァ イルの一部 と し て

エデ ィ ターのデータが保存されます。

セ ッ ト ・ データは、 プラ グ イ ンのロード時に KRONOS へ自動的に転送されます。 従って KRONOS は、 作業をす

る楽曲の環境 （プロ ジ ェ ク ト ・ フ ァ イルなど） に自動的に設定されます。 こ の自動転送機能に関する詳細は、 本

マニュ アルのプ リ フ ァ レン ス、 Plug-in Setup タブの項目をご参照 く ださい。

プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターには、 ス タ ン ド ア ローン版にあ る メ ニューがあ り ません。

こ のこ と はつま り 、 ス タ ン ド ア ローン版にあった機能の一部が、 プラ グ イ ン版にはない と い う こ と です。 例えば、

Option、Online、Manuals メ ニューはス タ ン ド ア ローン版のみの機能と な り ます。一方、ス タ ン ド ア ローン版の File、

MIDI メ ニ ューの機能はプ ラ グ イ ン ・ エデ ィ ターのポ ッ プア ッ プ ・ メ ニ ューに移動し ています。 （注意 ： Option、

Online、 Manuals メ ニューにあ る一部機能も、 プラ グ イ ン ・ エデ ィ ター内のグ ラ フ ィ カル ・ イ ン ターフ ェ イ スに埋

めこ まれ、 使用でき る ものも あ り ます。）

プ ラグイ ン ・ エデ ィ ターを イ ンス ト ールする
Mac では、 VST、 AU プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターのイ ン ス ト ールは、 KRONOS エデ ィ ターのイ ン ス ト ール時にイ ン ス

ト ーラーが自動的に行います。

Windows では、 KRONOS エデ ィ ターのイ ン ス ト ール時に、 VST プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターのイ ン ス ト ールする位置

を指定し て イ ン ス ト ールし ます。 別の位置にイ ン ス ト ールし たい場合は、 以下の手順で行います。

1. ス タ ン ド ア ローン版の KRONOS エデ ィ ターを起動し ます。

2. Option メ ニューから Install VST Plugin... を選択し ます。

3. VST プラ グ イ ンを イ ン ス ト ールする フ ォルダーを指定し ます。

Windows 8、 Windows 7、 Windows Vista のコ ンピ ューターにイ ン ス ト ールする場合、 イ ン ス ト ールする フ ォルダー

は、 管理者ア ク セス権のないフ ォルダーを選択し ます。 例えば、 プロ グ ラ ム ・ フ ァ イルのサブフ ォルダーに最初

か ら イ ン ス ト ールする こ と はでき ません。 そのよ う な位置にイ ン ス ト ールし たい場合は、 最初に別の位置 （ユー

ザー ・ レベル） に一旦イ ン ス ト ールを し ておき、 その後に DLL のコ ピーを本来イ ン ス ト ールし たいフ ォルダーに

入れます。

次にお使いのシーケン ス ・ ソ フ ト や DAW を起動させます。 この と き、 シーケン ス ・ ソ フ ト や DAW がプラ グ イ ン

を ス キ ャ ンするはずです。 これら のホ ス ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンでは、 プ ラ グ イ ン ・ イ ン ス ト ゥ ル メ ン ト の認識方

法がアプ リ ケーシ ョ ンによ ってそれぞれ異な り ますので、 プラ グ イ ンの認識に関する詳細については、 それぞれ

のホス ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンのマニュ アル等をご参照 く ださい。

プラグイ ン ・ エデ ィ ターの動作環境

Mac OS X

ス タ イ ンバーグ VST 2.4 をサポー ト する ホス ト ・ アプ リ ケーシ ョ ン上で動作し ます。

Windows

ス タ イ ンバーグ VST 2.3 をサポー ト する ホス ト ・ アプ リ ケーシ ョ ン上で動作し ます。
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プラグイ ン ・ エデ ィ ターを使用する前にス タ ン ド アローン版を起動する

KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターを正し く 動作させる ために、 ス タ ン ド ア ローン版 KRONOS エデ ィ ターを最低 1

回は起動させて く ださ い。

プ ラグイ ンに関する重要事項について
ホス ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンがプラ グ イ ンを認識する方法は、 ホス ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンによ って様々ですので、 詳

細はお使いの DAW などのマニュ アルをご参照 く ださい。 KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターは、 他のバーチャル ・

イ ン ス ト ゥ ル メ ン ト と同一に扱われます。

こ こ では KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターを使用する際に重要なポイ ン ト を説明し ます。

• KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターはオーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク上に立ち上が り ますが、 オーデ ィ オは一切出力せ
ず、 KRONOS 本体を コ ン ト ロールする MIDI データのみを扱います。 このため、 プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターを立
ち上げているオーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク のフ ェーダーは完全に下げた状態にし ておき ます。

• KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターを立ち上げているオーデ ィ オ ・ ト ラ ッ クには、 MIDI の演奏データ を レ コー
デ ィ ング し ないよ う にし て く ださ い。 オーデ ィ オ ・ ト ラ ッ クは MIDI のタ イ ミ ングに対し て不正確な場合があ
る ため、 ス ムースでない再生と な る場合があ り ますので注意し て く ださい。

KRONOS 本体を演奏するための MIDI 演奏データは、 MIDI ト ラ ッ ク にレ コーデ ィ ング し ます。 また、 MIDI ポー

ト で KRONOS KEYBOARD/SOUND を選択し ます。 この方法が、 MIDI のタ イ ミ ングに最も正確で、 ス ムースな

演奏が可能と な り ます。

KRONOS プ ラグイ ン ・ エデ ィ ターを使う

KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターの動作は、 ス タ ン ド ア ローン版と ほぼ同様です。 各エデ ィ ターのレ イ アウ ト や

機能も同様です。 ただし、 メ イ ン ・ メ ニューがない点がス タ ン ド ア ローン版と の違いですが、 それらの機能はポ ッ

プア ッ プ ・ メ ニューやプラ グ イ ン ・ エデ ィ ターの画面内に移動し ています。

KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターには、 ス タ ン ド ア ローン版にはない次のよ う な メ リ ッ ト があ り ます。

自動ス ト レージ機能

プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターのデータは、 ホス ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンのデータの一部と し て保存されます。

自動設定機能

プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターのデータは、 ホス ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルを開いた と きに自動的に KRONOS に

転送されます。 これによ り 、 KRONOS はホス ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンで作業するプロ ジェ ク ト / ソ ング ・ フ ァ イル

に最適化された状態に自動的に設定されます。

こ の機能は Preferences 内の Plug-in Setup タブでオン / オフ切 り 替えができ、 プラ グ イ ン ・ エデ ィ ター起動時にど

のシステム ・エ ク ス クルーシブ・ メ ッ セージを KRONOS に送信するかを選択する こ と も可能です。そ こでは、デー

タ を送信し ない、 エデ ィ ッ ト ・ バ ッ フ ァ に送信する、 バン ク に送信する、 グ ローバル ・ メ モ リ ーに送信する、 か

ら選択または組み合わせる こ と ができ ます。

詳し く は、 72 ページの 「Plug-in Setup タブ」 をご参照 く ださい。
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上図の通 り 、 KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターは、 ス タ ン ド ア ローン版と ほぼ同じ見た目です。 外見上の大き な

違いは メ イ ン ・ メ ニューの有無ですが、 機能的にはほぼ同様です。

必要なバン クのみを使用する

KRONOS 本体には膨大な量のデータが入っています。 このすべてを送受信するには、USB 2.0 経由でも時間がかか

り ます。ス タ ン ド ア ローン版の KRONOS エデ ィ ターを使用する際には、KRONOS 上のすべてのデータ を コ ンピ ュー

ターに転送する こ と をお勧めし ていますが、 プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターでは、 作業するプロ ジェ ク ト / ソ ングで必

要なバン ク のデータのみをプ ラ グ イ ン ・ エデ ィ ターにロー ド させて く だ さ い。 不要なバン ク のデータ を転送し な

い こ と でデータ送受信にかかる時間を短縮でき ます。 こ の こ と によ り 、 新規プロ ジェ ク ト を作成する時間も大幅

に短縮でき ます。

Windows コ ンピ ューターについて

KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ター使用時は、 ホス ト ・ アプ リ ケーシ ョ ン と プラ グ イ ンにおいて、 同時にシステム ・

エ ク ス クルーシブ ・ データの受信が発生するために、 USB-MIDI 通信のための USB ド ラ イバーに関係する システ

ム負荷が極端に大き く な る場合があ り ます。 このため、 お使いの Windows コ ンピ ューターの使用状況によ っては、

システム ・ エ ク ス クルーシブ ・ データの受信エラーが発生する場合があ り ます。 エラー ・ メ ッ セージが表示され

た場合、 受信エラーの発生し たバン ク ・ データ を再度ロード し て く ださい。

KRONOS からのシステム ・ エク ス クルーシブ ・ データ受信エラーが頻繁に表示される場合、 お使いのホス ト ・ ア

プ リ ケーシ ョ ン側の USB-MIDI 設定で KRONOS KEYBOARD を未使用に設定し て く ださい。これによ り システム負

荷が軽 く な り 、 問題が解決される場合があ り ます。 システム ・ エ ク ス クルーシブ ・ データの受信が終了し た ら、 再

度、 KRONOS KEYBOARD を有効に設定し て く ださい。

Windows での注意 ： 32 ビ ッ ト 版 VST ホス ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンをご使用 く だ さい

KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターは、 32 ビ ッ ト 版です。 コルグ USB-MIDI ド ラ イバー Windows 版には 32 ビ ッ ト

版も 64 ビ ッ ト 版も あ り ますが、 32 ビ ッ ト 版アプ リ ケーシ ョ ン と 64 ビ ッ ト 版アプ リ ケーシ ョ ンの両方を同時に開

く こ と はでき ません。プラ グ イ ン と VST ホス ト はそれぞれに合 う もの同士 と USB-MIDI ド ラ イバーに接続し ます。

つま り 、 32 ビ ッ ト 版プラ グ イ ンには必ず 32 ビ ッ ト 版 VST ホス ト が必要にな り ます。

64 ビ ッ ト 版 VST ホス ト 環境では、 KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターは KRONOS と接続でき ませんのでご注意 く

ださ い。
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GarageBand での使用について

ア ッ プルの GarageBand では、 AU プラ グ イ ンに使用でき るデータ ・ ス ト レージ量に制限があ り ます。 制限を満た

すよ う にデータ圧縮を行った と し て も、 KRONOS から転送されるデータ量に対し て不十分なスペース しかあ り ま

せん。 こ のため、 GarageBand をホス ト に使用される際は、 最小限のバン ク、 エデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ をご使用 く だ

さ い。 GarageBand 上の制限を超えた場合、 プロ ジェ ク ト ・ フ ァ イルを保存する際にエラー ・ メ ッ セージが表示さ

れ、 すべてのデータが保存できな く な り ます。

このよ う な制限があ り ますので、 KRONOS の SysEx Transfer ページの、 ALL BANKS セ ク シ ョ ンにあ る 「Get from

Kronos All」 コマン ド は使用し ないで く ださい。

なお、 このよ う な制限は GarageBand 特有の仕様です。 その他の AU ホス ト ではこのよ う な制限はな く 、 自由に

KRONOS のデータ を転送する こ と ができ ます。

Logic 8、 9 上での使用について

KRONOS から KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターに大量のデータが転送される と、 Logic では メ モ リ ー ・ ア ロ ケー

シ ョ ン ・ エ ラーが発生し、 プ ラ グ イ ンか ら ホ ス ト への メ モ リ ー ・ リ ク エス ト が行えな く な る症状があ り ます。 ま

た、 こ のエラーは KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターを立ち上げていない場合でも KRONOS からのシステム ・ エ

ク ス クルーシブを Logic 上にレ コーデ ィ ングするだけでも発生する こ と があ り ます。

こ の原因は今の と こ ろ不明ですが、 KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターがこのエラーに関与し ていないこ と までは

判明し ています。

Logic を AU ホス ト と し て使用される際は、必要最小限のデータ を KRONOS から転送する こ と をお勧めし ます。具

体的には 1 度に転送するデータ量を 1 〜 2 バン ク に抑えて く ださい。 また、 KRONOS からデータ を転送する際に

は、 ホス ト 側で保存を頻繁に行って く ださい。

こ の メ モ リ ー ・ ア ロ ケーシ ョ ン ・ エラーが発生する と、 Logic はその時点で立ち上がっているすべてのプラ グ イ ン

を リ セ ッ ト し、 各プラ グ イ ンはその直前の正常に保存された状態に戻って し まいます。 このため、 Logic 上での保

存を頻繁に行なっていない間に こ のエラーが発生する と、 KRONOS プ ラ グ イ ン ・ エデ ィ ターのデータが失われ、

また最初からや り 直しになって し ま う こ と があ り ます。

こ こ でのポイ ン ト は、Logic の MIDI イ ンプ ッ ト 部のみに問題があ る と い う こ と です。KRONOS への MIDI やシステ

ム ・ エ ク ス クルーシブ ・ データの送信は量の多少に関わらず問題な く 行えます。

こ の問題は完全に回避でき る方法も あ り ます。 プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターを立ち上げた後、 KRONOS からデータ を

ロード させる代わ り に、 ロード させたい KRONOS と同じデータ内容のセ ッ ト ・ フ ァ イルを コ ンピ ューターのハー

ドデ ィ ス ク から ロード させる方法です。 この方法を使用すれば、 KRONOS と Logic と の間でシステム ・ エク ス ク

ルーシブ ・ データの受信が行われませんので、 この問題を完全に回避でき ます。

以下の手順で、 セ ッ ト ・ フ ァ イルを Logic に読み込みます。

1. ス タ ン ド ア ローン版の KRONOS エデ ィ ターを起動し ます。

2. GLOBAL ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 次に、 右下の KRONOS Transfer タブを ク リ ッ ク し ます。

3. ALL BANKS の、 ALL ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. ALL BANKS の、 Get from Kronos ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 KRONOS からのデータ受信が開始し ます。

5. 全てのデータ受信が終了し た ら File メ ニューから "Save Set As..." を選択し ます。

6. 例えば "AU Data" と フ ァ イル名を設定し て、 Save を ク リ ッ ク し ます。

7. KRONOS エデ ィ ターを終了し ます。 Logic を起動し ます。

8. Logic で、 ソ フ ト ウエア音源 ト ラ ッ ッ ク を作成し て、 Korg Kronos プラ グ イ ンを選択し ます。

9. プラ グ イ ン版の KRONOS エデ ィ ターを開き ます。

10. 右ク リ ッ ク (Windows)、 Ctrl+ ク リ ッ ク (Mac) で、 コ ンテ ク ス ト ・ メ ニューを表示し ます。

11. "Open Set..." を選択し ます。

12. 6. でセーブし た "AU Data.SQS" フ ァ イルを選択し て、 開 く を ク リ ッ ク し ます。

こ の方法で、 Logic の MIDI イ ンプ ッ ト 部の問題を回避し て、 KRONOS のデータ を読み込むこ と が可能です。
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テ クニカル ・ イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン
MIDI ポー ト と チャ ンネルの設定について、 コルグ KRONOS エデ ィ ターは、 KRONOS と の通信が適正に行われて

いる状態では自動設定のま まで機能し ますが、 そ う でない場合は手動で設定する必要があ り ます。

こ の設定は Settings ダ イ ア ロ グで行います。 こ のダ イ ア ロ グは Preferences を開き、 Instrument タブを選択し ます。

そ こに Settings と呼ばれるボタ ンがあ り ます。 このボタ ンを ク リ ッ クする と ダ イ ア ロ グが開き ます。

Settings ダ イ ア ロ グには 「Comm Channel」 と い う パラ メ ーターがあ り ます。 KRONOS の場合、 Comm Channel は

MIDI チャ ンネル と同義だ とお考え く ださい。 KRONOS の MIDI チャ ンネルは次の手順で確認でき ます。

1. [GLOBAL] ス イ ッチを押し て Global モード に入 り ます。

2. デ ィ スプレ イ下部の MIDI タブを押し ます。

3. その上の MIDI タブを押し ます。

これで KRONOS の MIDI ページが開き ます。

このページの左上隅に 「Basic MIDI channel」 と い う パラ メ ーターがあ り ます。

4. KRONOS エデ ィ ターの Settings ダ イ ア ロ グの Comm Channel を、KRONOS の Basic MIDI channel に合わせます。

この両者が一致し ていない と、 KRONOS エデ ィ ターと KRONOS と の通信が行えません。

詳し く は、 74 ページの 「Settings ダ イ ア ロ グ」 をご参照 く ださい。

テ クニカル ・ サポー ト について
本ソ フ ト ウ ェアのテ ク ニカル・ サポー ト のすべては、株式会社コルグにて承 り ます。Sound Quest 社は、電話、 ウ ェ

ブ、 電子 メ ールによ るサポー ト は受け付けていませんが、 korgforums.com など KRONOS サポー ト ・ サイ ト 上で質

問にお答えする場合も あ り ます。 
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メ ニュー ・ リ フ ァ レンス

File メ ニュー

New

（新規作成）

こ のコマン ド は新規のセ ッ ト ・ フ ァ イルを作成する時に使用し ます。 現在すでにエデ ィ ターを使用し ている場合

は、 こ のコマン ド を実行する とすべてのデータが失われ、 初期化されたデータに置き換わ り ます。

操作方法

1. File メ ニューから New を選択し ます。

2. この と き、 セ ッ ト ・ フ ァ イルを開いている場合は、 そのフ ァ イルのセーブをするかど う かの確認を し ます。

3. セ ッ ト のセーブを行 う 場合、 セーブ画面が表示されます。

4. セーブが完了する と、 新規に初期化されたセ ッ ト が表示されます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

Windows ： Ctrl （コ ン ト ロール ・ キー） + N

Mac ： Cmd （コマン ド ・ キー） + N

Open

（開 く ...）

Open を選択する と、 これから開 く セ ッ ト ・ フ ァ イルを選択する画面が表示されます。

これから開 く セ ッ ト ・ フ ァ イルを選択する と、 現在開いているセ ッ ト がエデ ィ ッ ト されていてセーブが済んでい

ない場合、 新たにセ ッ ト ・ フ ァ イルを開 く 前に、 エデ ィ ッ ト されているセ ッ ト のセーブをするかど う かを確認す

る画面が表示されます。
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こ こで開 く フ ァ イルはセ ッ ト ・ フ ァ イル （拡張子が 「.SQS」 のフ ァ イル） です。 このフ ァ イルには KRONOS のす

べてのバン ク と エデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァのデータが入っています。

操作方法

1. File メ ニューから Open... を選択し ます。

2. 「List Files of Type」 セレ ク ターを使って、 データのタ イプを選択し ます （必要があ る場合）。

3. ロードする フ ァ イルを選択し ます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

Windows: Ctrl+O

Macintosh: Cmd+O

Save

（保存）

こ のコ マン ド で、 KRONOS エデ ィ ター上に一時的に保存さ れているデータ を フ ァ イル と し て コ ン ピ ューターの

ハードデ ィ ス ク等にセーブし ます。

データに名前が付いていない場合、 このコマン ド の代わ り に Save As コマン ド が実行されます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

Windows: Ctrl+S

Macintosh: Cmd+S

Save Set As...

（別名で保存 ...）

開いている フ ァ イル名 と は別の名前を付けてセーブし た り 、 開いている フ ァ イル と は別のフ ォルダなどにセーブ

する場合に、 こ のコマン ド を使用し ます。
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操作方法

1. File メ ニューから Save As... を選択し ます。

2. 表示される フ ァ イル ・ セレ ク ター画面で、 新しいフ ァ イル名を付けた り 、 フ ァ イルのセーブ先を指定し ます。

3. OK を ク リ ッ ク し てデータがセーブ されます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

Windows: Ctrl+Shift+A

Macintosh: Cmd+Shift+A

Exit

（KRONOS エデ ィ ターを終了する）

本アプ リ ケーシ ョ ンを終了させます。

このコマン ド は Windows 版のみにあ り ます。 Mac 版はアプ リ ケーシ ョ ン ・ メ ニューから終了を選択し ます。

操作方法

1. File メ ニューから Exit を選択し ます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

Macintosh: Cmd+Q
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MIDI メ ニュー

Transmit

（ ト ラ ンス ミ ッ ト ）

Transmit メ ニ ューでは、 現在エデ ィ ッ ト 作業を し ているデータのタ イプ （プロ グ ラ ム ・ バン クやコ ンビネーシ ョ

ン） を表示し た り 、 選択し たデータ を即座に MIDI デバイ スへ送信し た り する こ と ができ ます。

パラ メ ーター ・ エデ ィ ター上で作業を し ている場合、 各パラ メ ーターをエデ ィ ッ ト し た情報は自動的に KRONOS

に送信されますので、 手動で情報を送信する必要はあ り ません。 このコマン ド が必要と なる状況は、 KRONOS エ

デ ィ ターが表示し ている内容と KRONOS の状態が異なっている場合に限定されます。

なお、 こ のコマン ド は使用可能な MIDI ポー ト がない場合は実行でき ません。

操作方法

KRONOS にエデ ィ ッ ト 情報を送信する方法です。

1. 送信するデータが入っている ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

2. MIDI メ ニューから Transmit を選択し、 送信するデータのタ イプが表示されます。

3. MIDI -> Transmit を選択する とデータが送信されます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

Windows: Ctrl+T

Macintosh: Cmd+T

Transmit Entire Set

（パッ チ情報を送信する）

こ のコマン ド を使用する と、 バン ク内の特定のパッ チ情報のみが KRONOS に送信されます。 この場合、 KRONOS

側の該当するパッチが、 送信されたパッチに書き換わ り ます。

パッチを選択し ない場合、 バン ク ・ データのすべてが KRONOS に送信されます。

送信開始後に送信をキ ャ ンセルする場合は、 MIDI メ ニューから Cancel Transmit... を選択し ます。

操作方法

1. 送信するパッチをバン ク内から選択し ます。

2. MIDI メ ニューから Transmit Entire Set を選択し ます。

3. 選択し たパッチの情報が KRONOS にバッ ク グ ラ ウ ン ド で送信されます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

Windows: Ctrl+Shit+T

Macintosh: Cmd+Shift+T
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Cancel Transmit...

（送信をキャ ンセルする）

MIDI やシステム ・ エ ク ス クルーシブ ・ メ ッ セージの送信

をキ ャ ンセルし ます。

KRONOS エデ ィ ターではすべての MIDI やシステム ・ エ

ク ス クルーシブはバッ ク グ ラ ウ ン ド で送信し ます。 つま

り 、 送信するためのダ イ ア ロ グがあ り ませんので、 そ こ

でキ ャ ンセルをするわけにもいき ません。 そ こで、 この

コマン ド があ るのです。 このコマン ド を選択する と、 使

用可能なMIDI OUTポー ト がすべて リ ス ト 表示されます。

送信をキ ャ ンセルし たいポー ト を選択 （複数選択可） し、

OK ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

なお、すでに送信中のシステム・エク ス クルーシブ・ メ ッ

セージを途中で止めて し ま う と、受信側であ る KRONOS

の メ モ リ ーに重大な問題を引き起 こ す可能性があ り ま

すので、 こ のコ マン ド でキ ャ ンセルでき るのは、 送信待ちの MIDI メ ッ セージやシス テム ・ エ ク ス ク ルーシブ ・

メ ッ セージのみです。 従って、 選択し た MIDI ポー ト からすでに送信が始ま っている メ ッ セージは、 送信が終わる

までそのま ま と な り ます。 また、 システム ・ エ ク ス クルーシブ ・ メ ッ セージのデータ量が大きい も のは、 送信終

了までに時間がかかる こ と も あ り ます。

操作方法

1. MIDI メ ニューから Cancel Transmit... を選択し ます。

2. 表示されたダ イ ア ロ グから、 送信をキ ャ ンセルし たい MIDI ポー ト を選択し ます （複数選択可）。

3. OK ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. これで送信待ちの MIDI、 システム ・ エク ス クルーシブ ・ メ ッ セージをキ ャ ンセルでき ますが、 すでに送信中

の メ ッ セージは、 そのま ま送信されます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

Esc （エスケープ ・ キー）

MIDI In Ports...

（MIDI IN ポー ト ）

MIDI In Ports... コマン ド を選択する と、 ダ イ ア ロ グが表示され、 使用可能な MIDI

IN ポー ト を選択する こ と ができ ます。

KRONOS エデ ィ ターが MIDI データ を受信する ために、 MIDI IN ポー ト が使用可能

な状態 （オープン し ている） になっている必要があ り ます。 確実なのは、 すべての

MIDI IN ポー ト をオープンにし てお く こ と なのですが、 問題を起こすポー ト があ る

場合は、 そのポー ト を リ ス ト から除外する必要があ り ます。 オープンにし てお く べ

きでない MIDI IN ポー ト の例と し て、FM 音源搭載のサウ ン ド カード の MIDI IN ポー

ト や、 SMPTE 信号を送信する など特定目的の ド ラ イバーを KRONOS エデ ィ ター と

同時に使用する場合、 それらのポー ト も リ ス ト から除外し てお く べきでし ょ う 。

こ こ で大切な こ と は、 こ のコマン ド で KRONOS と交信する MIDI IN ポー ト を選択

するのではな く 、 どの MIDI IN ポー ト をオープンにするかを選択する と い う こ と です。 ですが、 当然のこ と と し て

KRONOS と接続されているポー ト は、 この リ ス ト に含まれている必要があ り ます。

デフ ォル ト では、 「Always Start with All MIDI Port Open」 にチェ ッ ク が入っていますので、 KRONOS エデ ィ ターを

起動する とすべての MIDI IN ポー ト がオープンにな り ます。 特定の MIDI IN ポー ト のみをオープンにする場合は、

こ のチェ ッ ク を外し てから、 必要なポー ト を選択し ます。 （Ctrl キーを押し ながら選択する と複数選択でき ます）
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操作方法

1. MIDI メ ニューから MIDI In Ports を選択し ます。

2. すべての MIDI IN ポー ト をオープンにする場合は、 「Always start with all MIDI Ports Open」 にチェ ッ ク を入れ

ます。

3. 特定の MIDI IN ポー ト のみをオープンにする場合は、 「Always start with all MIDI Ports Open」 からチェ ッ ク を

外し、 リ ス ト からオープン し たいポー ト を選択し ます。

MIDI Out Ports...

（MIDI OUT ポー ト ）

MIDI Out Ports... コマン ド を選択する と、 ダ イ ア ロ グが表示され、 使用可能な MIDI

OUT ポー ト を選択する こ と ができ ます。

KRONOS エデ ィ ターが MIDI データ を送信する ために、 MIDI OUT ポー ト が使用可

能な状態 （オープン し ている） になっている必要があ り ます。 確実なのは、 すべて

の MIDI OUT ポー ト をオープンにし てお く こ と なのですが、 問題を起こすポー ト が

あ る場合は、 そのポー ト を リ ス ト から除外する必要があ り ます。

こ こで大切な こ と は、 このコマン ド で KRONOS と交信する MIDI OUT ポー ト を選

択するのではな く 、 どの MIDI OUT ポー ト をオープンにするかを選択する と い う こ

と です。 ですが、 当然のこ と と し て KRONOS と接続されているポー ト は、 この リ

ス ト に含まれている必要があ り ます。

デフ ォル ト では、 「Always Start with All MIDI Port Open」 にチェ ッ ク が入っていますので、 KRONOS エデ ィ ターを

起動する とすべての MIDI OUT ポー ト がオープンにな り ます。 特定の MIDI OUT ポー ト のみをオープンにする場

合は、 このチェ ッ ク を外し てから、 必要なポー ト を選択し ます。 （Ctrl キーを押し ながら選択する と複数選択でき

ます）

操作方法

1. MIDI メ ニューから MIDI Out Ports を選択し ます。

2. すべての MIDI OUT ポー ト をオープンにする場合は、 「Always start with all MIDI Ports Open」 にチェ ッ ク を入

れます。

3. 特定の MIDI OUT ポー ト のみをオープンにする場合は、 「Always start with all MIDI Ports Open」 からチェ ッ ク

を外し、 リ ス ト からオープンにし たいポー ト を選択し ます。
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Options メ ニュー

Preferences...

（プ リ フ ァ レンス）

KRONOS エデ ィ ターの各種設定を行 う には、 プ リ フ ァ レ ン ス ・ ダ イ ア ロ グを開き ます。

こ のコマン ド は Windows 版のみで実行可能です。 Mac 版は通常のアプ リ ケーシ ョ ン ・ メ ニューから このコマン ド

を実行し ます。

プ リ フ ァ レン スの詳細は、 プ リ フ ァ レン スのチャプターをご参照 く ださい。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

Macintosh: Cmd+,

Windows: な し

Set File View

（セ ッ ト ・ フ ァ イル ・ ビ ュー）
こ の コ マン ド を選択する と、 セ ッ ト ・ フ ァ イ ルを表示し たサ イ ド カー ・ ビ ューの開閉を行います。 こ の画面に

KRONOS エデ ィ ターのデフ ォル ト 設定のフ ァ イル ・ フ ォルダーに入っているセ ッ ト ・ フ ァ イルが リ ス ト 表示され

ます。

セ ッ ト ・ フ ァ イルを ロー ド するには、 リ ス ト か ら ロー ド し たいフ ァ イルをダブルク リ ッ ク し ます。 よ く 使用する

セ ッ ト ・ フ ァ イルがあ る場合、 File メ ニューから フ ァ イルを開 く よ り も、 こ ち らのほ う が素早 く フ ァ イルを開 く こ

と ができ ます。
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Collection View

（コ レ クシ ョ ン ・ ビ ュー）

こ のコマン ド は、 コ レ ク シ ョ ン ・ ビ ューの開閉に使用し ます。

コ レ ク シ ョ ン ・ ビ ュー と は、 KRONOS エデ ィ ターでセーブでき る あ ら

ゆるデータのグ ローバルな保存先の リ ス ト です。 開いている場合、 エ

デ ィ ター画面の右側に表示されます。

コ レ ク シ ョ ン ・ ビ ューには Name と Type の 2 種類のコ ラ ムがあ り ま

す。 Name は KRONOS に保存されているデータの名前です。 Type は

KRONOS に保存されているデータの種類です。 どち らかのコ ラ ムのタ

イ ト ル ・ バーを ク リ ッ クする こ と で並べ替えをする こ と も可能です。

コ レ ク シ ョ ン ・ ビ ューには 2 つの意味があ り ます。ひとつは、KRONOS

エデ ィ ターで保存するデータの保存先がモニターでき、 必要なフ ァ イ

ルを見つけやすい と い う こ と、 も う ひとつは必要なフ ァ イルが一覧で

き る こ と から、 セ ッ ト 間でのデータの移動が簡単に行え る と い う こ と

です。

ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プでコ レ クシ ョ ンに追加する

コ レ ク シ ョ ンにパッチを追加するには、 ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プで行いま

す。コ レ ク シ ョ ンには KRONOS エデ ィ ターで使用する あ らゆる タ イプ

のデータ を保存でき ます。 別々のバン ク に入っている複数のパッチを

コ レ ク シ ョ ンに集める こ と も可能です。 パラ メ ーター ・ エデ ィ ターに

表示されているデータは、 Alt キーを押し ながら ド ラ ッ グ し て コ レ ク

シ ョ ンに ド ロ ッ プする こ と でデータの移動が行えます。

しかし、 バン ク ・ エデ ィ ターにコ ピー / ペース ト 機能も あ り ます。 こ

れ と ど う 違 う のでし ょ う ？

バン ク 内での コ ピー / ペース ト は非常に便利な機能ですが、 こ こ に

Parent/Child ルールが適用されません。 例えば、 HD-1 プロ グ ラ ムを コ

ピーし、 セ ッ ト を新規作成し てそ こにペース ト し た と し ます。 そ こに

は今コ ピーし て きたばか り のプロ グ ラ ムがあ り ますが、 そ こにはその

プロ グ ラ ムで使用するはずの ド ラ ムキ ッ ト やウ ェーブ ・ シーケン スが

あ り ません。

プ ロ グ ラ ム を ド ラ ッ グ し て コ レ ク シ ョ ンに追加する場合は、 そのプ ロ グ ラ ムで使用する はずの ド ラ ム キ ッ ト や

ウ ェーブ ・ シーケ ン ス も コ ピー さ れます。 こ こ でい う 「親」 はプ ロ グ ラ ムで、 そ こ で使用する ド ラ ム キ ッ ト や

ウ ェーブ ・ シーケン スなどの リ ン ク ・ データが 「子」 にな り ます。 また、 コ レ ク シ ョ ンに追加し たプロ グ ラ ムを、

そのセ ッ ト のバン ク に移動させて も、 この関係はキープ されます。

以下の表は、 こ の 「親子関係」 をデータ ・ タ イプご と にま と めた ものです。

こ のよ う に、 ド ラ ムキ ッ ト 、 ウ ェーブ ・ シーケン ス、 グ ローバルではコ レ ク シ ョ ンを使用する メ リ ッ ト はあ り ま

せんので、 通常のコ ピー / ペース ト を使用し ます。

ダブル ・ ク リ ッ ク

コ レ ク シ ョ ンにあ るパッチをダブルク リ ッ クする と、 そのパッチに対応するエデ ィ ターが開き ます。

コ レ ク シ ョ ンにコ ピーするデータ 付随し てコ ピーされるデータ

Program linked Drum Kits and Wave Sequences

Combi linked Programs, Drum Kits, and Wave Sequences

Set List linked Combis, Programs, Drum Kits, and Wave Sequences

Drum Kits ---

Wave Sequences ---

Global ---
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コ レ クシ ョ ンから ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プする

KRONOS エデ ィ ターで同時に開 く こ と ができ るセ ッ ト は 1 つのみですが、 セ ッ ト から別のセ ッ ト へデータ を移動

させる便利な方法があ り ます。 まず、 別のセ ッ ト へ移動させたいデータ を コ レ ク シ ョ ンに ド ラ ッ グ し ます。 次に

移動先 と な るセ ッ ト を開き、 先にコ レ ク シ ョ ンへ ド ラ ッ ク し たデータ を開いている移動先のセ ッ ト へ ド ラ ッ グす

る と、 セ ッ ト から別のセ ッ ト へデータが簡単に移動でき ます。

パッチは、 コ レ ク シ ョ ンからエデ ィ ターへ直接ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プする こ と ができ ます。 また、 データ をそれに

対応するバン ク に ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プする と、 その位置にコ ピーする こ と もでき ます。 バン クへコ ピーする場合、

キーワード と な るのが、 「対応するバン ク」 です。 つま り 、 プロ グ ラ ムを コ ンビネーシ ョ ン ・ バン ク に、 あ るいは

ド ラ ムキ ッ ト をプロ グ ラ ム ・ バン ク にコ ピーする こ と はでき ません。

コ レ ク シ ョ ンから ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プでデータの移動やコ ピーを行 う 最大の メ リ ッ ト は、 コ レ ク シ ョ ンによ って

Parent/Chile ルールが適用される こ と です。 例えば、 KRONOS の メ モ リ ー構造が階層的になっている場合、 コ ンビ

ネーシ ョ ンを コ レ ク シ ョ ンに ド ラ ッ グする と、 そのコ ンビネーシ ョ ンで使用するプロ グ ラ ムや、 プロ グ ラ ムなど

が使用する様々なデータ も同時に移動し ます。 また、 コ ンビネーシ ョ ンを コ レ ク シ ョ ンか ら セ ッ ト に移動させて

も、 関連するプロ グ ラ ムやその他のデータ も同時に移動し ます。 このよ う に、 KRONOS エデ ィ ターでは音色を構

成するすべてのデータが、 常に正しい関係を保ってお く こ と が可能なのです。 詳細については、 Parent/Child リ ン

ク ・ ト ラ ッ キングをご参照 く ださい。

コ ンテ クス ト ・ メ ニュー （コ レ クシ ョ ン）

コ レ ク シ ョ ンのポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューには、 次の 3 種類のコ ンテ ク ス ト ・ メ ニューがあ り ます。 これらはコ レ

ク シ ョ ン ・ ビ ューを右ク リ ッ ク （Mac では Ctrl ク リ ッ ク） する と開き ます。

Copy To Editor

コ レ ク シ ョ ン内の選択し たデータ を、 そのデータに対応するエデ ィ ターにコ ピーし ます。

Copy to Bank

コ レ ク シ ョ ン内の選択し たデータ を、 そのデータに対応するバン ク ・ エデ ィ ターにコ ピーし ます。

Clear

コ レ ク シ ョ ン内の選択し たデータ を、 消去し ます。

コ レ クシ ョ ンでの Parent/Child ルールについて

プ リ フ ァ レ ン ス で 「Use Parent/Child Relations」 がオンになってい る場合、 データ が コ レ ク シ ョ ンに移動する と

Parent/Child ルールが適用されます。 これは、 コ レ ク シ ョ ン内のデータ も、 実際のデータ と同様にそのデータに関

連するすべてのデータ と の参照関係を維持する こ と ができ る と い う も のです。 コ レ ク シ ョ ン内での親データ と 子

データ と の関係は、 それぞれのデータ名を参照する こ と によ って維持されます。

それぞれのデータ を リ ネームする と その関係が崩れる場合があ り ますのでご注意 く ださい。

MIDI モニ ター ・ ビ ュー

オーバービ ュー

MIDI モニ ター・デ ィ スプレ イは、MIDI IN ポー ト に入力される MIDI データ、MIDI OUT ポー ト から出力される MIDI

データ を表示し ます。
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テキス ト ・ デ ィ スプレ イは、 KRONOS から出力される MIDI データや、 KRONOS に入力される MIDI データ を、 正

確にモニターするのに非常に便利です。 このデ ィ スプレ イは MIDI そのものの学習にも使えます。 また、 MIDI 環境

に問題が発生し た場合、 問題がど こ にあ るかを見つけ出すのに も非常に便利です。 さ ら にテキ ス ト ・ モー ド はシ

ステム ・ エ ク ス クルーシブ ・ ダンプのデータ を視覚的に確認し た り 、 Midi Quest 用のモジュールを作成する際にも

便利です。

MIDI IN ポー ト に MIDI イベン ト が入る と、黒文字で表示され、KRONOS Editor によ って MIDI ポー ト に出力される

MIDI イベン ト は赤文字で表示されます。 MIDI イベン ト の出力にはポー ト ・ ス イ ッチがあ り 、 出力する イベン ト に

は出力ポー ト を示す情報を入れる こ と ができ ます。

こ のウ ィ ン ド ウは ト ッ プの横 1 行と、 その下にあ る 3 列のコ ラ ムで構成されています。

ア ッパー ・ セクシ ョ ン

ア ッパー ・ セ ク シ ョ ンでは現在オープンになっている MIDI OUT ポー ト を表示し ます。 MIDI データがポー ト から

出力される と、 出力し ているポー ト が点滅し ますので、 MIDI データがどのポー ト から出力されているかを確認す

るのに便利です。

左コ ラム

左のコ ラ ムは KRONOS エデ ィ ターを起動し てからの MIDI データのや り 取 り を時系列で表示し ます。 カ ッ コ内の

数値は直前の MIDI メ ッ セージからの経過時間を表示し ます。 この表示によ り 、 例えばシステム ・ エ ク ス クルーシ

ブ ・ メ ッ セージの送受信にかかる時間を確認する こ と ができ、 そ こ か らデータがオーバーロー ド し ているかど う

かを判断する こ と も でき ます。 シス テム ・ エ ク ス クルーシブ ・ メ ッ セージの送受信時には、 こ のコ ラ ムでフ ァ イ

ルを 10 進数と 16 進数の両方で表示し ます。

セン ター ・ コ ラム

セン ター ・ コ ラ ムでは、 実際の MIDI イベン ト を 16 進数で表示し ます。 一般的な MIDI メ ッ セージの場合は 2 バイ

ト か 3 バイ ト の長さ ですが、 システム ・ エ ク ス クルーシブでは、 表示に必要な分だけ行数が増えます。

右コ ラム

右のコ ラ ムは MIDI メ ッ セージを翻訳し た ものが表示されます。 一般的な MIDI メ ッ セージの場合、 メ ッ セージ ・

タ イプ と MIDI チャ ンネル、 そし て メ ッ セージの値がこれに含まれます。 システム ・ エ ク ス クルーシブ ・ メ ッ セー

ジの送受信時は、 メ ッ セージに相当する ACSII 文字がこ こに表示されます。

Note: モニ ター表示の幅が、 表示領域よ り 大き く なる と き、 右コ ラ ムは表示されな く な り ます。

MIDI モニ ター ・ コ ンテ クス ト ・ メ ニュー

MIDI モニ ターのコ ンテ ク ス ト ・ メ ニューには 3 つのグループがあ り 、 MIDI モニ ター上を右ク リ ッ ク （Mac では

Ctrl+ ク リ ッ ク） する と表示されます。

3 つのグループの う ち、 最初の 9 つは、 フ ィ ルター ・ セレ ク シ ョ ンです。 ノ ー ト ・ オフ、 ノ ー ト ・ オン、 ポ リ フ ォ

ニ ッ ク ・ アフ タータ ッ チ、 コ ン ト ローラー、 パ ッ チ ・ チェ ンジ、 チャ ンネル ・ アフ タータ ッ チ、 ピ ッ チ ・ ホ イー

ル、 システム ・ イベン ト 、 リ アルタ イ ム ・ イベン ト 、 システム ・ エク ス クルーシブ ・ イベン ト の表示 / 非表示を

設定でき ます。 チェ ッ ク を入れたデータ ・ タ イプのみが MIDI モニター画面に表示されます。

次の 2 つで、 表示する MIDI イベン ト の う ち、 入力イベン ト または出力イベン ト のどち らかを選択でき ます。

最後の 2 つは、 ウ ィ ン ド ウの内容を消去し た り 、 ウ ィ ン ド ウ内の情報を ク リ ッ プボード にテキス ト と し てコ ピー

する際に使用し ます。 こ のコ ピーは、 テキ ス ト でコ ピーし ますので、 別のアプ リ ケーシ ョ ンにペース ト する こ と

も可能です。

MIDI モニ ターを使う

MIDI モニ ター画面を開 く 方法です。 

1. Options メ ニューから MIDI Monitor を選択し ます。

2. 選択する都度、 MIDI モニ ターの表示 / 非表示が切 り 替わ り ます。
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Install VST Plug-in

（VST プ ラグイ ンを イ ンス ト ールする）

こ のコマン ド は Windows 版の KRONOS エデ ィ ターのみの機能です。

こ の機能を使用し て KRONOS エデ ィ ター VST イ ン ス ト ゥ ル メ ン ト を任意のフ ォルダーにイ ン ス ト ールする こ と が

でき ます。

Vista/Windows 7/Windows 8 ユーザーへの注意 ： イ ン ス ト ールする フ ォルダーは、 ユーザー ・ ア ク セシブルのフ ォ

ルダーのみを選択し て く ださい。 「プロ グ ラ ム ・ フ ァ イル」 フ ォルダーなどのプロ テ ク ト 領域にイ ン ス ト ールし て

も正し く イ ン ス ト ールされません。 プロ テ ク ト 領域にイ ン ス ト ールし た場合、 エ ク スプローラーやそれに相当す

る フ ァ イル ・ マネジ メ ン ト ・ ツールを使用し てそのフ ァ イルを手動でプロ テ ク ト 領域以外のフ ォルダーへ移動さ

せて く ださ い。

Online メ ニュー
オン ラ イ ン ・ メ ニューには、 次のイ ン ターネ ッ ト ・ サイ ト に接続する リ ン ク があ り ます。

Sound Quest を選択する と、 ブラ ウザが起動し Sound Quest の メ イ ン ・ ページに接続し ます。

Registration を選択する と、 ブラ ウザが起動し、Sound Quest のお使いのソ フ ト ウ ェアに関するユーザー登録ページ

に接続し ます。

Updates and Service Packs を選択する と、 ブラ ウザが起動し、 KRONOS エデ ィ ターの最新バージ ョ ンをダウ ン ロー

ド でき ます。

Upgrade to Midi Quest or Midi Quest XL... を選択する と、 Midi Quest の注文ページがブ ラ ウザ上に表示されます。

KRONOS ユーザーの方はいずれかのバージ ョ ンの Midi Quest を スペシ ャル価格で購入する こ と ができ ます。

Check for Updates... は、 現在ご使用の KRONOS エデ ィ ターが最新バージ ョ ンかど う かをチェ ッ ク し ます。 お使い

の KRONOS エデ ィ ターが最新版でない場合は、 Updates and Service Packs を選択し て最新版を入手でき ます。

Manuals メ ニュー
マニュ アルズ ・ メ ニューは、 KRONOS エデ ィ ターで使用でき るマニュ アルの リ ス ト を表示し ます。

リ ス ト から ご覧にな り たいマニュ アルを選択する と、 そのマニュ アルが表示されます。
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Preferences ウ ィ ン ド ウ
Preferences ダ イ ア ロ グは、 Option メ ニューから Preferences... コマン ド を選択する と表示されます。 このダ イ ア ロ

グで KRONOS エデ ィ ターの各種設定を行います。

Preferences には、 様々な設定パラ メ ーターが機能別にカテゴ ラ イ ズ され、 それぞれのタブにま と められています。

パッチ・ エデ ィ ターに関する設定をチェ ッ ク し た り 変更し たい場合は、Patch Edit タブを ク リ ッ ク し ます。同様に、

バン ク ・ エデ ィ ターの設定を見る場合は Bank Edit タブを ク リ ッ クする と い う よ う に、 それぞれカテゴ ラ イ ズ され

た タブを ク リ ッ ク し ます。
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Instrument Setup タ ブ
Instrument Setup タブには、 KRONOS エデ ィ ター と KRONOS と の間の通信を行 う ソ フ ト ウ ェアを正し く 動作させ

るためのパラ メ ーターがあ り ます。

Settings ボタ ン

Settings ボタ ンを ク リ ッ クする と セ ッ テ ィ ング ・ ダ イ ア ロ グが表示されます。 このダ イ ア ロ グには KRONOS と適

正に通信する ために必要なすべてのパラ メ ーターが入っています。 詳細は、 セ ッ テ ィ ング ・ ダ イ ア ロ グのページ

をご参照 く ださ い。

このダ イ ア ロ グの設定を変更し、 変更し た設定を有効にするには、 セ ッ ト ・ フ ァ イルを開 く か、 File メ ニューから

New （新規作成） を選択し て、 新たにセ ッ ト を作成し ます。

また、 Auto Sense 機能をオンにし てお く と、 これらのパラ メ ーターは自動的に設定されますので、 作業を始める

たびにセ ッ テ ィ ング ・ ダ イ ア ロ グを開 く 必要はあ り ません。 セ ッ テ ィ ング ・ ダ イ ア ロ グについては、 本マニ ュ ア

ルの 74 ページをご参照 く ださい。

Auto Sense ボタ ン

Auto Sense... ボタ ンを ク リ ッ クする と、 KRONOS エデ ィ ターは KRONOS と接続可能な MIDI ポー ト をサーチし ま

す。 KRONOS が見つかる と、 セ ッ テ ィ ング ・ パラ メ ーターが自動的に更新され、 KRONOS と の通信が行え る よ う

にな り ます。
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Patch Edit タ ブ
Patch Edit タブには、 パラ メ ーター ・ エデ ィ ター ・ ウ ィ ン ド ウの動作を設定するパラ メ ーターが入っています。

Right Mouse Button Audition (RMB)

RMB は、エデ ィ ター上でマウ スの Ctrl ＋右ボタ ン （Mac は Ctrl ＋ Cmd ＋右ボタ ン） を押し た時に出力される MIDI

データの種類を設定し ます。

「Note」 を選択する と、 単音の ノー ト が出力されます。 音程はマウ スの水平軸上の位置で決ま り 、 ベロ シテ ィ はマ

ウ スの垂直軸上の位置で決ま り ます。

「Chord」 や 「Sequence」 を選択し た場合は、 コード またはシーケン スが演奏されます。

デフ ォル ト 値 ： Note

Std Mouse Editing

こ のパラ メ ーターは、 マウ スの動 く 方向 （左右方向または上下方向） のどち ら でエデ ィ ター上のパラ メ ーターを

エデ ィ ッ ト するかを設定し ます。

デフ ォル ト 値 ： up/down

また、 マウ スの動きに応じ てパラ メ ーター値が変化する ス ピード も設定でき ます。 設定値は 1 ～ 4 で、 数値が小

さ いほどマウ スの動きに対し て敏感に反応し ます。

デフ ォル ト 値 ： 2

Knob Mouse Editing

こ のパラ メ ーターは、マウ スで ノ ブを操作する際に、マウ ス をどのよ う に動かすかを設定し ます。設定は、left/right、

up/down、 rotary の 3 種類から選択し ます。 rotary は、 ノ ブの周囲を丸 く 描 く よ う にマウ ス を動かす方法です。

デフ ォル ト 値 ： rotary
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Show Selected Controls

こ のオプシ ョ ンにチェ ッ ク が入っている状態 （オン） の場合、 選択し たパラ メ ーターに赤のハイ ラ イ ト が表示さ

れます。 チェ ッ ク が入っていない場合 （オフ） は、 ハイ ラ イ ト 表示は出ません。

デフ ォル ト 値 ： オン

Display Parameter Help

こ のオプシ ョ ンにチェ ッ ク が入っている （オン） 場合、 コ ン ト ロール （パラ メ ーター） にマウ ス ・ カーソルを重

ねる と そのコ ン ト ロールに関するヘルプ情報が KRONOS Editor ウ ィ ン ド ウの下部にあ る ステータ ス ・ バーに表示

されます。

デフ ォル ト 値 ： オン

Auto Menu

こ のオプシ ョ ンにチェ ッ ク が入っている （オン） 場合、 ス ト リ ング ・ リ ス ト を ク リ ッ クする と 即座に設定値の リ

ス ト がポ ッ プア ッ プ ・ メ ニ ュー、 またはダ イ ア ロ グ （設定値が多い場合） に表示されます。 また、 数値を入力す

るパラ メ ーターで、 設定値が 20 種類未満の場合は、 ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューに表示されます。

こ のオプシ ョ ンにチェ ッ ク が入っていない （オフ） 場合、 ニ ュー メ リ ッ ク ・ コ ン ト ロールやス ト リ ング ・ リ ス ト

のパラ メ ーターはマウ スの ド ラ ッ グ （左右方向または上下方向 ： どち らの方向かは 「Std Mouse Editing」 の設定に

従います） でエデ ィ ッ ト し ます。 また、 ス ト リ ング ・ リ ス ト に ド ロ ッ プ ・ カレ ッ ト （ リ ス ト があ る こ と を示すマー

ク） があ る場合、 カレ ッ ト を ク リ ッ クする と リ ス ト がポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューに表示されます。

デフ ォル ト 値 ： オフ

Popup info for

こ のパラ メ ーターは、 コ ン ト ロール （パラ メ ーター） をエデ ィ ッ ト し ている際に、 その値をポ ッ プア ッ プで表示

するかど う かを設定し ます。 こ の機能は、 ノ ブやス ラ イ ダーなどのグ ラ フ ィ ッ ク表示のパラ メ ーターで特に効果

的です。 また、 エデ ィ ッ ト し ているパラ メ ーター名も同時に表示し ます。

ポ ッ プア ッ プ ・ イ ンフ ォの設定値には、 None、 Knobs and Sliders、 All Controls、 All Controls in Status Bar の 4 種類

があ り 、 各設定値の内容は次の通 り です ：

None ： ポ ッ プア ッ プが表示されません。

Knobs and Sliders ： ノ ブ、 ス ラ イ ダーのパラ メ ーターのエデ ィ ッ ト 時のみポ ッ プア ッ プを表示し ます。

All Controls ： すべてのシングル ・ パラ メ ーター ・ コ ン ト ロールでポ ッ プア ッ プ表示を し ます。

All Controls in Status Bar （Windows のみ） ： KRONOS エデ ィ ターの画面下部にあ る ステータ ス ・ バーにすべてのコ

ン ト ロールを表示し ます。 なお、 このオプシ ョ ンを選択し ている場合、 KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ター使用時

には、 Popup Info が表示されません。

デフ ォル ト 値 ： All Controls in Status Bar

Update Patch on Activate

オンの場合、 プ ロ グ ラ ムやセ ッ ト リ ス ト を選択し た と き に、 シ ス テム ・ エ ク ス ク ルーシブ ・ データ を送信し て、

KRONOS のエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ を更新し ます。 通常、 オンに設定し ます。

例えば、 以下によ う な場合に、 オフに設定する と よいでし ょ う 。

Mac OS Lion 10.7.0 から 10.7.4 では、 他の OS X と異な り 、 USB MIDI OUT の通信速度が制限されて し ま う ため、

高速通信を利用し ている KRONOS Editor では、 大きなサイ ズのエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ ( 特にセ ッ ト リ ス ト ) の送

信に時間がかかって し まいます。 こ の場合は、 オフに設定し て、 必要な と きに、 手動でカ レ ン ト ・ バ ッ フ ァ を送

信し て く ださい。

デフ ォル ト 値 : On

Play After Edit

こ のオプシ ョ ンにチェ ッ ク が入っている （オン） 場合、 エデ ィ ター上で変更を し た と きに単音ノー ト 、 コード、 ま

たはシーケン ス （これらは上述の RMB セ ッ テ ィ ングで設定し ます） を演奏し ます。 この機能は、 KRONOS 用の

MIDI ト ラ ッ ク を演奏させる こ と な く 、 パラ メ ーターを微妙にエデ ィ ッ ト し たい場合に便利です。
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デフ ォル ト 値 ： オフ

Store In Options

こ のオプシ ョ ンでは、 エデ ィ ッ ト し たパッ チをセ ッ ト だけでな く 、 それぞれのバン ク にも保存するかど う かを設

定し ます。

バン ク か らパッ チを選択し てエデ ィ ッ ト し た場合、 常にそのバン ク に手動で保存でき ます。 しかし、 別のパ ッ チ

をエデ ィ ッ ト し よ う と し て選択し た場合、 それまで開いていたパ ッ チを どのよ う に保存するかを決めるのが、 こ

のオプシ ョ ンです。 設定値には、 Manual Store、 Automatically Store to Original Location on New Edit、 Automatically

Discard Edits Unless Manually Saved の 3 種類があ り ます。

「Manual Store」 を選択し た場合、 別のパ ッ チを開こ う と する際にダ イ ア ロ グが表示され、 それまでエデ ィ ッ ト し

ていたパッ チの保存が行えます。 こ の と き、 ダ イ ア ロ グに表示される保存先は、 そのパッ チが保存されていた ロ

ケーシ ョ ンにな り ますが、 別のロ ケーシ ョ ンを選択する こ と も可能です。

「Automatically Store to Original Location on New Edit」 を選択し た場合、 別のパッチを開 く と、 それまでエデ ィ ッ ト

し ていたパッチは自動的にそのパッチが保存されていた ロ ケーシ ョ ンに上書き保存されます。

「Automatically Discard Edits Unless Manually Saved」 を選択し た場合、 別のパッチを開 く と、 それまでエデ ィ ッ ト し

ていたパッ チは保存される こ と な く 、 エデ ィ ッ ト そのものが無効にな り ます。

デフ ォル ト 値 ： Automatically Discard Edits Unless Manually Saved

Bank Edit タ ブ
Bank Edit タブには、 バン ク ・ エデ ィ ターの全般的な設定に関するパラ メ ーターが入っています。

Audition

こ のパラ メ ーターは、 バン ク ・ ウ ィ ン ド ウ上でパッ チをオーデ ィ シ ョ ン （試聴） する方法を設定し ます。 こ のパ

ラ メ ーターにチェ ッ ク が入っている （オン） 場合、 バン ク ・ ウ ィ ン ド ウでパ ッ チを選択する と 自動的にそのパッ

チのオーデ ィ シ ョ ンが行えます。 この機能は楽曲制作時などでの音色決めなどに便利です。コー ド でオーデ ィ シ ョ

ン を行 う 場合は、 こ のパラ メ ーターで 「Chord」 を、 フ レーズなどのシーケン スでオーデ ィ シ ョ ン し たい場合は

「Sequence」 を選択し ます。

デフ ォル ト 値 ： オン
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Use Parent/Child Relations

こ のオプシ ョ ンにチェ ッ ク が入っている （オン） 場合、 セ ッ ト やコ レ ク シ ョ ン内でバン ク ・ エデ ィ ッ ト をする際

に Parent/Child ルールが適用されます。

デフ ォル ト 値 ： オン

Drag and Drop (Int)

INT バン ク内で ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プ操作を行った際の動作を、 Swap、 Paste、 Insert の 3 種類から選択でき ます。 バ

ン ク間を またぐ ド ラ ッ グ＆ド ロ ッ プ操作は、 ウ ェーブ ・ シーケン スやド ラ ムキ ッ ト のよ う に、 ひとつの Banks タ

ブの中に複数のバン ク を表示するデータ ・ タ イプだけが可能であ る こ と に注意し て く だ さ い。 他のデータ ・ タ イ

プには、 Collection かア イ テムをバン ク の間に動かすコ ピー / ペース ト の メ ニューコマン ド を使用し て く ださ い。

Swap: ド ラ ッ グ し たパッチ と、 ド ロ ッ プし たパッチのロ ケーシ ョ ンを入れ替えます （ス ワ ッ プ）。

Paste: ド ラ ッ グ し たパッチを、 ド ロ ッ プし たパッチに上書き保存し ます （ペース ト ）。

Insert: ド ラ ッ グ し たパッチを ド ロ ッ プし た ロ ケーシ ョ ンに移動させ、 そのロ ケーシ ョ ン以後のパッチは順次 1 つ

ずつ後ろに移動し ます （イ ンサー ト ）。 なお、 この操作はパッチを挿入する こ と によ って失われるパッチがない場

合にのみ実行でき ます。

デフ ォル ト 値で Swap が設定されている場合、 以下のキー ・ コマン ド を併用し て一時的に別の動作を行 う こ と がで

き ます ：

Ctrl/Cmd ： ペース ト

Shift ： イ ンサー ト

デフ ォル ト 値 ： Swap

Drag and Drop (Ext)

EXT バン ク内の ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プ操作を行った時の動作を、 以下の 2 種類から選択でき ます。

Paste: ド ラ ッ グ し たパッチを、 ド ロ ッ プし た ロ ケーシ ョ ンに上書き保存し ます。

Insert: パッチを ド ラ ッ グ し て、 ド ロ ッ プし た ロ ケーシ ョ ンに挿入し、 そのロ ケーシ ョ ン以後にあったパッチは、順

次後ろへ 1 つずつ移動し ます。 こ の と き、 そのバン ク の末尾にあったパッチは消去されます。

デフ ォル ト 値 ： Paste
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Set タ ブ
Set タブは、 Set の全体的な操作を制御するパラ メ ターが入っています。

Synchronization

このオプシ ョ ンにチェ ッ ク が入っている （オン） 場合、 KRONOS エデ ィ ターと KRONOS の メ モ リ ーを同期させま

す。 コ ン ピ ューターのハー ド デ ィ ス ク か ら セ ッ ト ・ フ ァ イルを開いた場合は、 そのセ ッ ト ・ フ ァ イルのデータが

KRONOS にも転送され、 KRONOS の メ モ リ ー内容が開いたセ ッ ト ・ フ ァ イル と同じ内容に書き換わ り 、 KRONOS

エデ ィ ターと KRONOS の状態が一致し ます。 また、 KRONOS から全データ を KRONOS エデ ィ ターに転送し て一

致させる場合も あ り ます。

KRONOS エデ ィ ターと KRONOS が同期し ている場合、一方をエデ ィ ッ ト すればも う 一方にも その結果が反映され

ます。

例えば、 バン ク ・ エデ ィ ッ ト でロ ケーシ ョ ン 5 番に入っているパッチを同じバン ク内の 18 番にコ ピーし た と し ま

す。 する と、 KRONOS 側でも同様にそのバン ク の 18 番のパッ チが 5 番のパッ チにな り ます。

Note: KRONOS エデ ィ ターと KRONOS が同期し ていない場合、 KRONOS エデ ィ ターはバーチャル ・ モード で動作

し ます。 こ の場合、 KRONOS エデ ィ ター上でのあ ら ゆるバン ク ・ エデ ィ ッ ト は、 KRONOS 本体にデータ を転送し

ない限 り 、 KRONOS 上のデータにま った く 影響を及ぼし ません。

デフ ォル ト 値 ： オン
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Studio タ ブ
Studio タブには、 KRONOS エデ ィ ター全体の動作を設定するパラ メ ーターが入っています。

Auto Load Sets

このオプシ ョ ンにチェ ッ ク が入っている （オン） 場合、 KRONOS エデ ィ ターを起動する際に、 KRONOS から常に

セ ッ ト ・ データ を KRONOS エデ ィ ターに自動的に転送し ます。 この機能を使 う こ と によ り 、 KRONOS のその時の

メ モ リ ー内容をすぐに入手する こ と ができ ます。

デフ ォル ト 値 ： オフ

AutoSense on Program Execution

こ のオプシ ョ ンにチェ ッ ク が入っている （オン） 場合、 KRONOS に接続されている MIDI ポー ト を自動的にサーチ

し ます。このオプシ ョ ンがオフになっていて、KRONOS の MIDI 設定も変更されている場合は KRONOS エデ ィ ター

側で KRONOS と接続する よ う に手動で設定を変更し ます。

デフ ォル ト 値 ： オン
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MIDI
MIDI タブには、KRONOS エデ ィ ターがどのよ う に MIDI データ を扱 う かを設定するパラ メ ーターが入っています。

.

MIDI Thru

こ のパラ メ ーターには 2 つの設定があ り ます。MIDI スルー機能は、MIDI IN ポー ト に入力された MIDI 信号を、MIDI

OUT ポー ト から そのま ま出力する機能です。

Off ： MIDI スルー機能をオフにし ます。

Auto：MIDI INポー ト に入力されたすべてのMIDI信号を KRONOSに接続されている MIDI OUTポー ト に出力し ます。

デフ ォル ト 値 ： Auto
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Paths/Misc タ ブ
Paths/Misc タブには、 KRONOS エデ ィ ターの全般的な設定を行 う ためのパラ メ ーターが入っています。

Auto Reload Session

こ のオプシ ョ ンにチェ ッ ク が入っている （オン） 場合、 KRONOS エデ ィ ターは最後に使用し た Set フ ァ イルを次

回 KRONOS エデ ィ ターを起動し た際にロード し ます。

デフ ォル ト 値 ： オン
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MIDI Ports タ ブ

MIDI Ports タブは KRONOS プ ラ グ イ ン ・ エデ ィ ターでのみ表示されます。 こ のタブは、 ス タ ン ド ア ローン版の

MIDI メ ニューにあ る 「MIDI IN Ports...」、 「MIDI OUT Ports...」 オプシ ョ ンをプラ グ イ ン版に移設し た ものです。

MIDI IN Ports を ク リ ッ クする と、 MIDI IN Ports ダ イ ア ロ グが表示され、 プラ グ イ ンで使用する MIDI IN ポー ト を

選択でき ます。

MIDI OUT Ports を ク リ ッ クする と、MIDI OUT Ports ダ イ ア ロ グが表示され、プラ グ イ ンで使用する MIDI OUT ポー

ト を選択でき ます。

MIDI ポー ト の選択設定は、 すべての Sound Quest プラ グ イ ンで共通し た設定にな り ます。 複数の Sound Quest
プラ グ イ ンをご使用の場合、（例えば、KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターと、他機種のプラ グ イ ン ・ エデ ィ ター）
それぞれのプラ グ イ ンで MIDI ポー ト が正し く 設定されているかをご確認 く ださい。

詳し く は、 前述の MIDI ポー ト の項をご参照 く ださい。
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Plug-in Setup タ ブ

Plug-in Setup タブは、 KRONOS プラ グ イ ン ・ エデ ィ ターでのみ表示されます。 このタブでは、 プラ グ イ ン用の環

境設定を行います。

プラ グ イ ン上でデータ を保存する と、 そのデータは KRONOS へ自動的に転送されます。 こ のタブでは、 どのデー

タ を KRONOS へ転送するかを設定する こ と ができ ます。 設定は、 「どのデータ を」 「いつ」 転送するかの 2 点です。

まず、 Send Events （画面上段左側） のコ ラ ムで、 データ を KRONOS に転送する タ イ ミ ングを設定し ます。 その右

側にあ る Components to Send on Event のコ ラ ムでは、 転送するデータの種類を設定し ます。

一般的に、 こ の機能はホス ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンのプロ ジェ ク ト （ソ ング） ・ フ ァ イルを開いた時に音色データ等

を KRONOS に転送する ために使用し ます。 この機能を使用する こ と で、 プロ ジェ ク ト ・ フ ァ イルを開いた時点で、

KRONOS がそのプロ ジェ ク ト ですぐに使え る状態にな り ます。

Send Events

こ のオプシ ョ ンでKRONOSにデータ を転送する タ イ ミ ングを設定し ます。設定は、以下の4種類から選択でき ます。

Send On Load

このオプシ ョ ンにチェ ッ ク を入れる と、 プロ ジェ ク ト ・ フ ァ イルを開いた時に Components to Send on Event で設

定し たデータ を KRONOS に転送し ます。

デフ ォル ト 値 ： オン

Send On Start

こ のオプシ ョ ン にチ ェ ッ ク を入れ る と、 ホ ス ト ・ ア プ リ ケーシ ョ ン のシーケ ン サーを ス タ ー ト す る と き に、

Components to Send on Event で設定し たデータ を KRONOS に転送し ます。 このオプシ ョ ンは、 KRONOS の音色な

どが曲中に随時変化し ている場合に便利です。

デフ ォル ト 値 ： オフ
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Send On Loop

こ のオプシ ョ ンにチ ェ ッ ク を入れ る と、 ホ ス ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンで曲のループ区間の先頭に戻っ た と き に、

Components to Send on Event で設定し たデータ を KRONOS に転送し ます。 このオプシ ョ ンは、曲中で KRONOS の

音色などが随時変化し ている場合に便利なオプシ ョ ンです。

デフ ォル ト 値 ： オフ

Send On Stop

こ のオプシ ョ ンにチェ ッ ク を入れる と、 ホス ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンで曲の先頭に戻った都度、 Components to Send

on Event で設定し たデータ を KRONOS に転送し ます。 このオプシ ョ ンは、曲中で KRONOS の音色などが随時変化

する場合で、 曲の先頭に戻った際にそれまで変化し た音色などを一旦 リ セ ッ ト させたい時に便利です。

デフ ォル ト 値 ： オフ

Components to Send on Event

こ のオプシ ョ ンで、 Send on Event で設定し た タ イ ミ ングで KRONOS に転送するデータの種類を設定し ます。 設定

は、 次の 3 種類から選択でき ます。

Edit Buffer(s)

エデ ィ ッ ト ・ バ ッ フ ァ はエデ ィ ター ・ ウ ィ ン ド ウ に立ち上がっ てい るデータ です。 こ のデータ は通常、 音色エ

デ ィ ッ ト のために KRONOS のワーク ・ エ リ アに入っているデータのこ と で、 まだ保存されていないデータです。

デフ ォル ト 値 ： オン

Global Memory

グ ローバル ・ メ モ リ ーは、 上記 2 つ以外のデータ を指し ます。 つま り 、 エデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァのデータでもバン

ク ・ データでも ないデータで、 KRONOS の環境設定などのデータに相当し ます。

デフ ォル ト 値 ： オフ

Bank(s)

こ のデータは、 すでにバン ク に保存されているデータです。 こ のデータは上記のエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ よ り も多

く の音色データにな り ますので、 転送時間も少し長 く な り ます。 また、 プロ ジ ェ ク ト 上で多 く のパ ッ チ ・ チェ ン

ジ （プロ グ ラ ム ・ チェ ンジ） が入っている場合、 こ のオプシ ョ ンを使用し てプロ ジ ェ ク ト ・ フ ァ イルを開いた際

に、 そのプロ ジェ ク ト で使用する音色を常に正しい状態にし てお く こ と ができ ます。

デフ ォル ト 値 ： オフ
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Settings ダイアログ
Settings ダ イ ア ロ グは通常、 Preference/Instrument page から ア ク セス し ますが、 他の方法でア ク セスする こ と も で

き ます。

こ のダ イ ア ロ グには、 KRONOS エデ ィ ターと KRONOS が MIDI 経由でどのよ う に通信するかを設定するパラ メ ー

ターが入っています。

通常の使用環境では、 AutoSense 機能によ り MIDI ポー ト やシステム ・ エク ス クルーシブで使用する MIDI チャ ンネ

ルなどの設定を自動的に行いますので、 このダ イ ア ロ グを開いて何かを設定する必要はあま り あ り ません。

Name と Comments は現在使用でき ません。

Port In: KRONOS の MIDI OUT ポー ト と接続する MIDI IN ポー ト を選択し ます。 USB ケーブルで接続し ている場合

も、 こ こで KRONOS と接続する MIDI ポー ト を選択し ます。

Port Out: KRONOS の MIDI IN ポー ト と接続する MIDI OUT ポー ト を選択し ます。 USB ケーブルで接続し ている場

合も、 こ こ で KRONOS と接続する MIDI ポー ト を選択し ます。

Comm Ch: KRONOS と シ ス テ ム ・ エ ク ス ク ルーシブ ・ デー タ をや り 取 り す る チ ャ ンネルを こ こ で設定 し ます。

KRONOS 側の設定については、 KRONOS の取扱説明書をご参照 く ださい。

MIDI Ch: こ こでは KRONOS エデ ィ ターのバン ク ・エデ ィ ターが KRONOS に送信するオーデ ィ シ ョ ン用の ノー ト ・

イベン ト の MIDI チャ ンネルを設定し ます。 こ こで設定し たチャ ンネル と KRONOS の MIDI チャ ンネルを一致させ

ます。

Patch Bay Control: MIDI パッチベイ を介し て KRONOS と コ ンピ ューターを接続し ていない場合は、 このオプシ ョ

ンは常にオフにし ておき ます。本マニュ アルの趣旨から考えます と、マルチポー ト MIDI イ ン ターフ ェ イ スは MIDI

パッチベイではあ り ません。MIDI パッチベイ を コ ンピ ューターに接続する際には、必ず MIDI イ ン ターフ ェ イ スが

必要にな り ます。 仮にコ ンピ ューターに何らかの方法 （USB、 シ リ アル ・ ポー ト 、 パラ レル ・ ポー ト 等） で直接接

続でき る MIDI パッチベイがあ る とすれば、 そのハード ウ ェアはすでにパッチベイではあ り ません。

KRONOS を MIDI パッ チベイ経由でコ ンピ ューターに接続し ている場合、 こ のオプシ ョ ンをオンにし、 Port、 MIDI

Ch、 Cntrl# などの各パラ メ ーターを設定し ます。 こ こ での設定によ り 、 パッチ ・ チェ ンジ ・ コマン ド を KRONOS

エデ ィ ターから MIDI パッチベイに送信し、 そ こから KRONOS を コ ン ト ロールする こ と ができ ます。
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パラ メ ーター ・ エデ ィ ター ・ リ フ ァ レンス

パラ メ ーター ・ エデ ィ ター ・ ビ ュー
エデ ィ ター機能は、 プロ グ ラ ムのパラ メ ーター ・ エデ ィ ッ ト に関する中心的機能です。 ボ リ ューム ・ レベルやパ

ンニング、 エンベロープ等々の各パラ メ ーターのエデ ィ ッ ト は、 エデ ィ ターで行います。

各エデ ィ ターは、 ス タ ンダード ・ コ ン ト ロール、 カ ス タ ム ・ コ ン ト ロールの 2 種類を組み合わせて構成されてい

ます。 ス タ ンダード ・ コ ン ト ロールの操作については、 後述し ます。 また、 カ ス タ ム ・ コ ン ト ロールは、 KRONOS

固有のコ ン ト ロールをすべて網羅し た ものです。

エデ ィ ターの画面上でパラ メ ーターのセ ッ テ ィ ングを変更する と、 システム ・ エ ク ス クルーシブ ・ メ ッ セージが

KRONOS に送信されます。 こ の と き、 KRONOS エデ ィ ター側のエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ と、 KRONOS 側のエデ ィ ッ

ト ・ バッ フ ァの内容が一致し ている状態にな り ます。 この リ アルタ イ ムなデータ ・ ア ッ プデー ト によ り 、 KRONOS

でエデ ィ ッ ト し ているの と同様に KRONOS エデ ィ ターで音色などのエデ ィ ッ ト が行えます。

また、 楽曲内のあ るパー ト の音色をエデ ィ ッ ト し ている場合、 シーケンサーでそのパー ト を含む部分をループ演

奏させる こ と も可能です。

パラ メ ーター ・ エデ ィ ター ・ キーボー ド ・ コマン ド

コ ン ト ロール ・ ナビゲーシ ョ ン ・ キー

右矢印 ： カーソル位置が右へ移動し ます

左矢印 ： カーソル位置が左へ移動し ます

上矢印 ： カーソル位置が上へ移動し ます

下矢印 ： カーソル位置が下へ移動し ます

バリ ュー ・ エデ ィ ッ ト ・ キー

＜ ： 選択し たパラ メ ーターの値が 1 ずつ減 り ます

＞ ： 選択し たパラ メ ーターの値が 1 ずつ増えます

Ctrl+ 下矢印 ： 選択し たパラ メ ーターの値が 1 ずつ減 り ます

Ctrl+ 上矢印 ： 選択し たパラ メ ーターの値が 1 ずつ増えます

Alt+ 下矢印 ： 選択し たパラ メ ーターの値が 10 ずつ減 り ます

Alt+ 上矢印 ： 選択し たパラ メ ーターの値が 10 ずつ増えます

[ ： 選択し たパラ メ ーターの値が 10 ずつ減 り ます

] ： 選択し たパラ メ ーターの値が 10 ずつ増えます

Page Down ： 選択し たパラ メ ーターの値が、 そのパラ メ ーターの可変幅の 10% ずつ減 り ます （Windows のみ）

Page Up ： 選択し たパラ メ ーターの値が、 そのパラ メ ーターの可変幅の 10% ずつ増えます （Windows のみ）

ダイ レ ク ト ・ エン ト リー

0 ～ 9 ： 数字キーを ク リ ッ クする と ダ イ レ ク ト ・ エン ト リ ー ・ ダ イ ア ロ グが開き ます。

ダ イ ア ロ グが開 く と、 そのパラ メ ーターの値を数字で直接入力でき ます。 詳し く は、 後述のダ イ レ ク ト ・ エン ト

リ ーをご参照 く ださ い。
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オーデ ィ シ ョ ン ・ キー （Windows 版のみ）

Shift + F2 ～ F8 および F9 ： フ ァ ン ク シ ョ ン ・ キーにプロ グ ラ ム された ノー ト を演奏し、 エデ ィ ッ ト 中の音色を確

認する こ と ができ ます。

エデ ィ ター ・ コ ン ト ロール
KRONOS エデ ィ ターの各エデ ィ ターは、 ス タ ンダード ・ コ ン ト ロール と カ ス タ ム ・ コ ン ト ロールを組み合わせて

構成されていますが、 必ずし もすべてのコ ン ト ロールがエデ ィ ッ ト 可能 と は限 り ません。 これら は、 Preferences

で Patch Edit/Shows Selected Control を選択する こ と によ り エデ ィ ッ ト 可能 と な り ます。 また、 表示のみのコ ン ト

ロールは、 それを ク リ ッ ク し て も何も変化し ません。

ス ト リ ング ・ コ ン ト ロール

ス ト リ ング ・ コ ン ト ロールは、 テキ ス ト を入力する コ ン ト ロールで、 通常は各データ ・ タ イプの名前を入力する

のに使用し ます。 コ ン ト ロールを ク リ ッ クする と、 テキス ト を入力するダ イ ア ロ グが開き ます。

テキス ト を入力し て OK ボタ ンを ク リ ッ クする と入力が完了し ます。

ニュー メ リ ッ ク ・ コ ン ト ロール

ニュー メ リ ッ ク ・ コ ン ト ロールは、 数値を入力する コ ン ト ロールです。

ほ と んどのニ ュー メ リ ッ ク ・ コ ン ト ロールは、 数値に向かっている矢印が目印になっています。 こ のコ ン ト ロー

ルは、 パラ メ ーターのタ イプに応じ て様々な形式で数値を表示し ますが、 通常はすべて KRONOS で表示されてい

る表示形式と一致し ています。

パラ メ ーターの値の右側には通例、 ア イ コ ンが表示されます。 そのア イ コ ンで、 そのパラ メ ーターがどのよ う に

エデ ィ ッ ト でき るかが分かる よ う になっています。 このア イ コ ンは基本的に、 ス タ ンダード、 ク リ ッ ク、 キーボー

ド の 3 種類があ り ます。 また、 エデ ィ ッ ト されたパラ メ ーターは、 文字の表示色が変化し ます。
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ス タ ンダー ド ・ モー ドのエデ ィ ッ ト

ニ ュー メ リ ッ ク ・ コ ン ト ロールのス タ ンダー ド ・ モー ド でのエデ ィ ッ ト には、 次のよ う な方

法があ り ます。

ク リ ッ ク＆ ド ラ ッ グによ るエデ ィ ッ ト 方法 ： Preferences での設定によ り ますが、 ク リ ッ ク し

た ま ま マ ウ ス を左右ま たは上下に ド ラ ッ グする こ と でパ ラ メ ーターの値をエデ ィ ッ ト し ま

す。

右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl+ ク リ ッ ク） によ るエデ ィ ッ ト 方法 ： 次の 2 通 り があ り ます。 変化幅

の狭いパラ メ ーターの場合、 右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl+ ク リ ッ ク） する と パラ メ ーターの値が

すべて表示され、 その中から値を選択し ます。 一方、 変化幅の広いパラ メ ーターの場合は、 値

をすべて表示し きれませんので、 数値をダ イ レ ク ト に入力するダ イ ア ロ グが表示されます。

ダイ レ ク ト ・ ニュー メ リ ッ ク ・ エン ト リー
（数値をダイ レ ク ト に入力するエデ ィ ッ ト 方法）

コ ン ト ロールを選択し て コ ンピ ューターのキーボー ド の数字キーを押す

と、 上図のよ う なポ ッ プア ッ プ ・ ダ イ ア ロ グが表示されます。

このダ イ ア ロ グにパラ メ ーターの値を直接数値で入力し、 ENTER キーを

押すか、 OK ボタ ンを ク リ ッ クする こ と で入力が完了し ます。 この と き、

入力する数値はそのパラ メ ーターの表示形式に合わせる必要があ り ます

ので、 例えば、 コ ン ト ロールが 「CC#45」 を 「45」 と表示し ている場合、

「CC#45」 と入力する必要があ り ます。

ダブルク リ ッ ク ： コ ン ト ロールをダブルク リ ッ ク し て、 このダ イ レ ク ト ・

ニュー メ リ ッ ク ・ エン ト リ ーのダ イ ア ロ グを開 く こ と ができ ます。

ク リ ッ ク ・ モー ド ・ エデ ィ ッ ト
（ク リ ッ クのみでエデ ィ ッ ト する方法）

ク リ ッ ク ・ モー ド ・ エデ ィ ッ ト は通常、 値の種類がわずかしかないパラ メ ーターで使用し ています。 機能自体は

ス タ ンダード ・ モード と同様ですが、 コ ン ト ロールを左ク リ ッ クする と パラ メ ーターの値が自動的に 1 つ進むよ

う になっています。

キーボー ド ・ モー ド ・ エデ ィ ッ ト （キーボー ド上の音名などを入力するエデ ィ ッ ト 方法）

キーボー ド ・ モー ド ・ エデ ィ ッ ト は、 音名を入力する ためのエデ ィ ッ ト です。 こ のモー ド では、 パラ メ ーターの

値の右側にキーボー ド のグ ラ フ ィ ッ ク が表示されます。 こ のキーボー ド のグ ラ フ ィ ッ ク上の音程を右ク リ ッ ク ま

たはダブルク リ ッ クする こ と でパラ メ ーターの値が入力されます。

ス ト リ ング ・ リ ス ト ・ コ ン ト ロール

ス ト リ ング ・ リ ス ト ・ コ ン ト ロールは、 プルダ ウ ン ・ メ ニ ューのよ う に、 値を選択する タ イプのパラ メ ーターで

使用し ています。例えば、パッチで使用するサンプルを選択する場合などに、このコ ン ト ロールを使用し ています。

こ のコ ン ト ロールは通常、 値の右側に下向きの矢印が表示されています。 また、 パラ メ ーターをエデ ィ ッ ト する

と、 その値の文字色が変化し ます。

エデ ィ ッ ト 方法はニュー メ リ ッ ク ・ コ ン ト ロール と同様です。

ク リ ッ ク＆ド ラ ッ グによ るエデ ィ ッ ト 方法 ： Preferences での設定によ り ますが、 ク リ ッ ク し たま まマウ ス を左右

または上下に ド ラ ッ グする こ と でパラ メ ーターの値をエデ ィ ッ ト し ます。
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ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューによるエデ ィ ッ ト 方法

ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューは、パラ メ ーターの値を選択式で入力する際に使用する コ ン ト ロールです。 この メ ニュー

は、 パラ メ ーターの値の右側にあ る下向き矢印を ク リ ッ クするか、 コ ン ト ロール自体をダブルク リ ッ ク または右

ク リ ッ クする こ と で表示されます。

ポ ッ プア ッ プ ・ ダイアログでのエデ ィ ッ ト 方法

ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニ ューでは表示し きれないほど、 パラ メ ーターの値に選択肢が多い場合は、 ポ ッ プア ッ プ ・ ダ

イ ア ロ グが表示され、 そのパラ メ ーターに入力でき るすべての値が表示されます。 値の変更は、 ダ イ ア ロ グ上の

値をダブルク リ ッ クするか、 ク リ ッ ク し て OK ボタ ンを ク リ ッ ク し て行います。

通常のク リ ッ ク で値を変更する場合、OK ボタ ンを ク リ ッ クする まで値を色々に変更させて音色の変化を確認する

こ と ができ、 最後に OK ボタ ンを ク リ ッ ク し てエデ ィ ッ ト を確定させる こ と も可能です。 値をエデ ィ ッ ト 前の状

態に戻し たい場合は、 Cancel ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

こ のダ イ ア ロ グでは、例えばサンプルの選択など、パラ メ ーターの値が膨大にあ る場合などに、表示する値にフ ィ

ルターをかけて特定範囲のみを表示させる こ と も可能です。 例えば、 ベースのサンプルを探し たい場合は、 Filter

の と こ ろに 「bass」 と入れる とベースのサンプルのみが表示されます。

ダイ レ ク ト ・ エン ト リーによるエデ ィ ッ ト 方法

コ ン ト ロールを選択し て コ ンピ ューターのキーボード の数値キーを押すと、 こ のダ イ ア ロ グが表示され、パラ メ ー

ターの数値を入力でき ます。入力後、ENTER キーを押すか、OK ボタ ンを ク リ ッ クする と エデ ィ ッ ト が確定し ます。
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ダブルク リ ッ ク ・ リ ン クについて

ス ト リ ング ・ リ ス ト ・ コ ン ト ロールには、 別のデータ ・ タ イプへの リ ン ク があ る ものも あ り 、 それをダブルク リ ッ

クする と そのデータ ・ タ イプのエデ ィ ターが表示されます。

例えば Combination エデ ィ ター上で作業を し ている際に、 パッ チの リ ス ト が表示されている と し ます （下図をご覧

く ださ い）。

上図にあ る 「Hollywood Strings」 をダブルク リ ッ クする と、 Program エデ ィ ターが表示され、 そのプロ グ ラ ムをエ

デ ィ ッ ト でき ます。 これはほんの一例に過ぎません。 例えば、 Program エデ ィ ターで HD-1 プロ グ ラ ムを使用し て

いる と きに、 OSC Basic で ド ラ ムキ ッ ト をダブルク リ ッ クすれば、 GLOBAL の Drum Kit エデ ィ ターが表示されま

すし、 ウ ェーブ ・ シーケン ス をダブルク リ ッ クすれば、 GLOBAL の Wave Seq エデ ィ ターが表示されます。

ト グル ・ コ ン ト ロール

ト グル ・ コ ン ト ロールは、 値が 2 種類 （オン と オンなど） のみのパラ メ ーターに使用し、 その状態をグ ラ フ ィ ッ

ク表示し ています。 エデ ィ ッ ト 方法は、 コ ン ト ロールを ク リ ッ クする と、 も う 一方の値 （例えばオンがオフに） に

変わ り 、 それに応じ てグ ラ フ ィ ッ ク も変化し ます。
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タ ブ ・ コ ン ト ロール

タブ ・ コ ン ト ロールは、パラ メ ーターの値がテキス ト またはグ ラ フ ィ ッ ク で表示されている コ ン ト ロールです。 テ

キス ト またはグ ラ フ ィ ッ ク を ク リ ッ クする こ と でエデ ィ ッ ト でき ます。

スラ イダー ・ コ ン ト ロール

ス ラ イ ダー ・ コ ン ト ロールは、 垂直または水平方向に動 く タ イプのコ ン ト ロールで、 通常は値の範囲が広いパラ

メ ーターに使用し ています。

ク リ ッ ク＆ド ラ ッ クによるエデ ィ ッ ト 方法

ス ラ イ ダーのツマ ミ を ク リ ッ ク し たま ま、 移動させたい位置へ ド ラ ッ グ し てパラ メ ーターの値を変更し ます。 ま

た、 ス ラ イ ダーのツマ ミ よ り も上または右に伸びているバー部分を ク リ ッ クする と、 パラ メ ーターの値が 1 つず

つ増加し ます。 同様に、 バーの下部分または左部分を ク リ ッ クする と値が 1 つずつ減少し ます。

ダイ レ ク ト ・ エン ト リーによるエデ ィ ッ ト 方法

コ ン ト ロールを選択し て コ ン ピ ューターのキーボー ド の数字キーを押す と、 上図のよ う なポ ッ プア ッ プ ・ ダ イ ア

ロ グが表示されます。
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こ のダ イ ア ロ グにパラ メ ーターの値を直接数値で入力し、 ENTER キーを押すか、 OK ボタ ンを ク リ ッ クする こ と

で入力が完了し ます。 こ の と き、入力する数値はそのパラ メ ーターの表示形式に合わせる必要があ り ますので、例

えば、 コ ン ト ロールが 「CC#45」 を 「45」 と表示し ている場合、 「CC#45」 と入力する必要があ り ます。

ノ ブ ・ コ ン ト ロール

ノ ブ ・ コ ン ト ロールは、 KRONOS 上で ノ ブ と し て表示されているパラ メ ーターに対し て使用し ています。 このコ

ン ト ロールは、 パラ メ ーターの値の範囲が広いものにも狭いものにも使用し ています。

ク リ ッ ク＆ド ラ ッ グによるエデ ィ ッ ト 方法

こ の方法によ るエデ ィ ッ ト には、 マウ ス を上下に、 左右に、 あ るいは円を描 く よ う に動かすと い う 3 種類の方法

があ り ます。 どの方法でも同じ よ う にエデ ィ ッ ト でき、 その方法を Preferences の Patch タブで設定する こ と がで

き ます。

ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューによるエデ ィ ッ ト 方法

ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニ ューか ら パラ メ ーターの値を選択する こ と がで き ます。

こ の メ ニ ューは、 コ ン ト ロールにあ る下向き矢印を ク リ ッ クするか、 コ ン ト

ロールをダブルク リ ッ ク または右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） する こ と

で表示されます。

ダイ レ ク ト ・ エン ト リーによるエデ ィ ッ ト 方法

コ ン ト ロールを選択し て コ ン ピ ューターのキーボー ド の数字キーを押す と、 上図のよ う なポ ッ プア ッ プ ・ ダ イ ア

ロ グが表示されます。

こ のダ イ ア ロ グにパラ メ ーターの値を直接数値で入力し、 ENTER キーを押すか、 OK ボタ ンを ク リ ッ クする こ と

で入力が完了し ます。 こ の と き、入力する数値はそのパラ メ ーターの表示形式に合わせる必要があ り ますので、例

えば、 コ ン ト ロールが 「CC#45」 を 「45」 と表示し ている場合、 「CC#45」 と入力する必要があ り ます。
81



パラ メ ーター ・ エデ ィ ター ・ リ フ ァ レン ス パラ メ ーター ・ エデ ィ ター ・ ビ ュー
エンベロープ ・ コ ン ト ロール

エンベロープ ・ コ ン ト ロールは、 その名の通 り エンベロープのエデ ィ ッ ト で使用し ています。 こ のコ ン ト ロール

は通常、 ノ ブまたは数値 と セ ッ ト でエンベロープの各ポ イ ン ト の値を表示し ます。 エンベロープをエデ ィ ッ ト す

る と、 対応する ノ ブの状態も同時に変更されます （ ノ ブでエデ ィ ッ ト し た場合も同時にエンベロープの状態が変

更されます）。

こ のコ ン ト ロールをエデ ィ ッ ト するには、 エンベロープにあ る ポ イ ン ト を ク リ ッ ク し たま ま ド ラ ッ グ し ます。 前

ページの図では、 ポ イ ン ト が赤で表示されていますが、 実際には別の色の場合も あ り ます。 ド ラ ッ グでき る方向

は、 エンベロープ上のポ イ ン ト によ って自動的に変わ り ます。 つま り 、 レベルを コ ン ト ロールするポ イ ン ト では

上下方向に、 レ イ ト を コ ン ト ロールするポイ ン ト では左右方向に ド ラ ッ グ し ます。

XY コ ン ト ロール

XY コ ン ト ロールはエンベロープ ・ コ ン ト ロール と よ く 似ていて、 複数のパラ

メ ーターを コ ン ト ロールする際に使用し ています。 また、 こ のコ ン ト ロールは、

各ポイ ン ト の値を ノ ブまたは数値で表示し ています。

こ のコ ン ト ロールは、上図のよ う に、中心点からの相対的な位置によ り パラ メ ー

ターの値が決ま り ます。 また、 このコ ン ト ロールは主に KRONOS のベク ター ・

コ ン ト ローラーのエデ ィ ッ ト に使用され、 2 つのパラ メ ーターの値を上図のよ

う な位置と時間的な位置の変化でエデ ィ ッ ト し ます。

このコ ン ト ロールのエデ ィ ッ ト は、 ポイ ン ト を ク リ ッ ク し たま ま ド ラ ッ グ し て

位置を動かすこ と で行います。
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パラ メ ーター ・ エデ ィ ター ・ コ ンテ クス ト ・ メ ニュー

パラ メ ーター ・ エデ ィ ターには豊富な コ ンテ ク ス ト ・ メ ニューがあ り ます。

こ の メ ニ ューは、 パラ メ ーター ・ エデ ィ ター ・ ウ ィ ン ド ウ内のパラ メ ーターがない場所で右ク リ ッ ク （Windows）

または Ctrl+ ク リ ッ ク （Mac） をする と表示されます。

こ の メ ニューには、 次のよ う な コマン ド があ り ます。

Undo: 直前のエデ ィ ッ ト を取消し ます。

Learn: コ ン ト ロール ・ チェ ンジのアサイ ンを行 う ラーン ・ モード に入 り ます。

Clear CC Assignments...: コ ン ト ロール ・ チェ ンジのアサイ ンを消去し ます。

Clear All CC Assignments...: すべてのコ ン ト ロール ・ チェ ンジのアサイ ンを消去し ます。

Transmit <KRONOS のデータ ・ タ イプ >: データ を KRONOS にバルク ・ ダンプで転送し ます。

Get <KRONOS のデータ ・ タ イプ >: 選択し たデータ を KRONOS から入手し ます。

Store: エデ ィ ッ ト し たパッ チをセーブし ます。

Store In...: エデ ィ ッ ト し たパッチを、 そのパッチがあったバン ク以外の任意のバン ク にセーブし ます。

Open <KRONOS のデータ ・ タ イプ >: エデ ィ ターのデータ を コ ンピ ューターのハードデ ィ ス ク から ロード し ます。

Save <KRONOS のデータ・タ イプ > As...: エデ ィ ターのデータ を コ ンピ ューターのハードデ ィ ス ク にセーブし ます。

Note: Mac 版のプラ グ イ ン ・ バージ ョ ンでは、 各コマン ド のキーボード ・ シ ョ ー ト カ ッ ト は使用でき ませんのでご

注意 く ださ い。

Undo
アン ド ゥ を行 う と エデ ィ ッ ト する直前の状態に戻る こ と ができ ます。パッチをエデ ィ ッ ト し た り 、カ ッ ト 、コ ピー、

ペース ト でエデ ィ ッ ト し た り する と、 KRONOS エデ ィ ターでは自動的にエデ ィ ッ ト する直前の状態をバッ ク ア ッ

プし てアン ド ゥ が行え る よ う にな り ます。 アン ド ゥ はコ ンピ ューターの メ モ リ ーが続 く 限 り 無制限に行なえます。

操作方法

アン ド ゥ を行 う には ...:

1. エデ ィ ター上のパラ メ ーターがない場所で右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl+ ク リ ッ ク） を し てコ ンテ ク ス ト ・ メ ニュー

を表示させます。

2. メ ニューから Undo を選択し ます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

Windows: Ctrl + Z

Macintosh: Cmd + Z
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Store

（保存する）

こ のコマン ド は、 エデ ィ ッ ト し たパッチを、 そのパッチがあったバン ク に保存する時に使用し ます。

KRONOS エデ ィ ターでは、 エデ ィ ッ ト 中のパッチを別のエデ ィ ターに切 り 替え る時などに保存をするかど う かの

確認を行いますので、 このコマン ド を使用し て保存する以外のケース も た く さ んあ り ます （Preferences で常に上

書き保存をする設定になっている場合を除き ます）。

しかし、 こ のコマン ド を使用し て保存する必要があ る場合も あ り ます。 例えば、 KRONOS に全バン ク のデータ を

転送し て、 最新状態のパッ チを使用し たい と し ます。 エデ ィ ッ ト 中は、 最新状態のパッ チはエデ ィ ター内には保

存されていますが、 バン ク には保存さ れていません。 こ のよ う な場合、 Store コ マン ド を使ってエデ ィ ッ ト し た

パッチをバン ク にも保存し て、 それから全バン ク のデータ を KRONOS に転送し ます。

も う 1 つの例と し て、KRONOS 上でエデ ィ ッ ト し ているパッ チを KRONOS エデ ィ ターに転送し たい場合があ り ま

す。 こ の場合、 転送をする前にエデ ィ ッ ト し たパッ チを、 Store コマン ド を使ってそのバン ク に保存し ます。

操作方法

パッチの保存は次の手順で行います。

1. エデ ィ ター上のパラ メ ーターがない場所で右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） を し てコ ンテ ク ス ト ・ メ ニュー

を表示させます。

2. メ ニューから Store を選択し ます。

Store In...

（別のバン クに保存する）

こ のコマン ド は、 エデ ィ ッ ト し たパッ チを、 そのパ ッ チがあったバン ク と は別のバン ク に保存する場合に使用し

ます。

こ のコマン ド は基本的には Store コマン ド と同様の動作を し ます。 Store コマン ド と の違い、 このコマン ド を選択

する と保存先のバン ク を選択するダ イ ア ロ グが表示されます。
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Store In コマン ド を選択する と、 上図のよ う なダ イ ア ロ グが表示され、 エデ ィ ッ ト し たパッ チを保存するバン ク を

選択でき ます。

Destination Bank ： 保存先のバン ク ・ リ ス ト です。 

Destination Location ： 選択し たバン ク内のパッチ ・ リ ス ト です。

Store to Destination ： 選択し たバン ク の、 選択し た ロ ケーシ ョ ンに上書き保存を し ます。

Discard Edits ： 別のパッチ内容がエデ ィ ターに立ち上が り 、 それまでエデ ィ ッ ト し ていた内容は失われます。

Cancel ： 保存操作を中止し ます。

操作方法

パッチを別のバン ク に保存するには、 次の手順で行います。

1. エデ ィ ター上のパラ メ ーターがない場所で右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） を し て、 コ ンテ ク ス ト ・ メ

ニューを表示させます。

2. メ ニューから Store In を選択し ます。

3. 表示されたダ イ ア ロ グで保存先を指定し ます。

4. Store to Destination を ク リ ッ ク し てパッチを保存、 または保存を中止する場合は Cancel を ク リ ッ ク し ます。
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Open < データ ・ タ イプ >...
こ のコマン ド は、 コ ン ピ ューターのハー ド デ ィ ス ク に保存されているパッ チ ・ フ ァ イルを直接 KRONOS エデ ィ

ター上に立ち上げる時に使用し ます。

すでに KRONOS エデ ィ ター上でパッチのエデ ィ ッ ト を行っている際にこ のコマン ド を使ってパッ チ ・ フ ァ イルを

立ち上げる と、エデ ィ ッ ト 中の内容が失われて し まいますので、Store または Store In コマン ド で保存し ておき ます。

このコマン ド は 「Open < データ ・ タ イプ >」 と あ り ますが、 例えば Program エデ ィ ターを使用し ている際には、 こ

のコマン ド は 「Open Program...」 と表示されます。 その時、 このコマン ド を選択する と、 フ ァ イルを開 く ダ イ ア ロ

グが表示され、 そ こからエデ ィ ターにロード し たいフ ァ イルを選択し て OK ボタ ンを ク リ ッ クする と フ ァ イルが

エデ ィ ター上に立ち上が り ます。

こ のコ マン ド で開け る フ ァ イルは、 システム ・ エ ク ス クルーシブ ・ データが含まれている フ ァ イルです。 それ以

外のフ ァ イルを開 く と、 エラー表示が出てフ ァ イルは開き ません。

操作方法

1. エデ ィ ター上のパラ メ ーターのない場所で右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） を し て、 コ ンテ ク ス ト ・ メ

ニューを表示させます。

2. メ ニューから Open... を選択し ます。

3. 表示される フ ァ イル ・ セレ ク ター上で開き たいフ ァ イルを選択し ます。

4. OK ボタ ンを ク リ ッ クする と フ ァ イルが開き ます。 Cancel を ク リ ッ クする と操作を中止し ます。

Save < データ ・ タ イプ > As...
Save As コマン ド はKRONOSエデ ィ ター上に立ち上げたフ ァ イルを別フ ァ イル と し てコ ンピ ューターのハードデ ィ

ス ク に保存する際に使用し ます。 こ のコマン ド は KRONOS を所有し ている友達と個々のパッチ ・ フ ァ イルをシェ

アする際などに便利です。

こ のコマン ド は 「Save < データ ・ タ イプ > As...」 と あ り ますが、 例えば Program エデ ィ ターで作業を し ている場

合、 こ のコマン ド は 「Save Program As...」 と 表示されます。 その時、 こ のコ マン ド を選択する と、 別フ ァ イル と

し て保存するためのダ イ ア ロ グが表示されます。 デフ ォル ト では、 保存する フ ァ イル （こ の例ではプロ グ ラ ム） と

同名のフ ァ イルを保存する よ う になっています。

操作方法

別フ ァ イルで保存する方法は、 次の通 り です。

1. エデ ィ ター上のパラ メ ーターがない場所で右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） を し て、 コ ンテ ク ス ト ・ メ

ニューを表示させます。

2. メ ニューから Save As... を選択し ます。

3. 表示される フ ァ イル ・ セレ ク ター画面で、 保存する フ ァ イルに名前を付けます。

4. OK を ク リ ッ クする と、 フ ァ イルが保存されます。 Cancel を ク リ ッ クする と操作を中止し ます。
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バン ク ・ エデ ィ ター ・ リ フ ァ レンス

バン ク ・ エデ ィ ター ・ ビ ュー

バン ク ・ エデ ィ ターは、 パッチを ロード し た り 、 バン ク内のパッチ配列を変更する際に使用し ます。

バン ク ・ エデ ィ ターには、 バン ク内のパッ チ配列を管理する ためのコマン ド があ り ます。 コ ピー、 ペース ト が主

な と こ ろですが、 ス ワ ッ プ機能を使 う と あ るバン ク から別のバン クへパッチを移動させる こ と もでき ます。

パッチ配列の管理は ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プで行えます。 また、 ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プでどのよ う な操作を行え るかを

設定する こ と も可能です。 例えば、 同じバン ク内でパッチを ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プし た場合、 次の 3 つのオプシ ョ

ンがあ り ます。 1） ド ロ ッ プし たパ ッ チに上書きする。 2） ド ロ ッ プ し たパッ チ と ロ ケーシ ョ ン （番号） を入れ替

え る。 3） ド ロ ッ プし たパッチのロ ケーシ ョ ンに挿入する。

また、 パッチを別のバン ク に ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プし た場合、 ド ロ ッ プし たパッチに上書きする場合と、 ド ロ ッ プ

し たパッチのロ ケーシ ョ ンに挿入する場合の 2 通 り があ り ます。 ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プでの動作は、 Preferences の

Bank Edit タブで他の機能と と もに設定でき ます （同じページ内のバン ク感で操作可能です）。

ほ と んどのバン ク では、 パ ッ チのオーデ ィ シ ョ ン （試し聴き） を簡単に行なえ ます。 パ ッ チを ク リ ッ ク する と、

KRONOS エデ ィ ターから KRONOS にパッチ情報が送信され、 オーデ ィ シ ョ ンを行えます。 パッ チをダブルク リ ッ

クする と、 そのパッチに対応するエデ ィ ター上に立ち上が り ます。 この操作はすべて KRONOS エデ ィ ター上で行

う ものですので、 パッチのオーデ ィ シ ョ ンをする ためにわざわざ KRONOS に向か う 必要はあ り ません。 オーデ ィ

シ ョ ンが う ま く 行かない場合は、 MIDI チャ ンネル、 Comm Channel、 MIDI ポー ト が正し く 設定されているかど う

かをご確認 く ださい。
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マウスでバン ク ・ エデ ィ ッ ト をする
KRONOS エデ ィ ターでのバン ク ・ エデ ィ ッ ト は、 基本的にマウ スで行います。

シングル ・ ク リ ッ クによる操作

バン ク内のパッチを ク リ ッ クする と、 そのパッチがオーデ ィ シ ョ ンの態勢にな り ます。つま り 、 そのパッチのデー

タが KRONOS のエデ ィ ッ ト ・ バッ フ ァ に転送され、 音をチェ ッ ク でき る と い う こ と です。

オーデ ィ シ ョ ン機能のオン / オフは、 Preferences の Bank Edit タブで設定でき ます。

パッチ と の隙間を ク リ ッ クする と、 パッチの選択が解除されます。

ダブルク リ ッ クによる操作

バン ク内のパ ッ チをダブルク リ ッ クする と、 そのパ ッ チに対応するエデ ィ ターが開き、 エデ ィ ッ ト をする こ と が

でき ます。 例えば、 バン ク内のプロ グ ラ ムをダブルク リ ッ クする と、 Program エデ ィ ターが開き、 そのプロ グ ラ ム

をエデ ィ ッ ト する こ と ができ ます。

複数のパッ チを選択する

バン ク内のパッチを複数選択するには、 以下の方法があ り ます。

方法 1 ： 連続し て並んでいるパッチを複数選択する方法です。 コ ンピ ューターのキーボード の Shift キーを押し な

がら、 選択し たい最初のパ ッ チを ク リ ッ ク し、 次に選択し たい最後のパ ッ チを ク リ ッ ク し ます。 これでその範囲

にあ るパッチを選択でき ます。

方法 2 ： 連続し ていないパッ チを複数選択する方法です。 コ ンピ ューターのキーボード の Ctrl キーを押し ながら、

選択し たいパッチを選択し ます。

方法 3 ： 連続し て並んでいるパッチをマウ ス操作だけで複数選択する方法です。 マウ ス ・ ボタ ンを押し ながら選択

し たいパッ チの範囲を囲むよ う にマウ ス を動かし ます。 範囲を囲んでマウ ス ・ ボタ ンを離す と その範囲のパ ッ チ

が選択でき ます。

ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プによるエデ ィ ッ ト

バン ク内のパッチは、 ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プでロ ケーシ ョ ンを変更する こ と ができ ます。

バン ク内のパッ チを ク リ ッ ク し たま ま、 新しいロ ケーシ ョ ンに ド ラ ッ グ し てマウ ス ・ ボタ ンを離す と、 パ ッ チが

元々あった ロ ケーシ ョ ン と新しいロ ケーシ ョ ンにあったパッチが入れ替わ り ます。

Preferences の Bank Edit タブで、 デフ ォル ト の動作を設定でき ます。 （65 ページの 「Bank Edit タブ」 参照）

デフ ォル ト では Swap が選択されていますので、上記のよ う な動作にな り ます。この他の動作 と し て、Paste と Insert

があ り ます。 Paste は、 新しいロ ケーシ ョ ンにパッチを ド ラ ッ グ し てマウ ス ・ ボタ ンを離すと、 そのロ ケーシ ョ ン

にパッチのコ ピーを作成し ます。 Insert は、 ド ロ ッ プし た ロ ケーシ ョ ンにパッチを挿入し、 その位置から後ろにあ

るパッチは順次ひとつずつロ ケーシ ョ ンが移動し ます。

ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プによるエデ ィ ッ ト （応用編）

Preferences で設定されている動作以外の動作を、 Preferences での設定変更をせずに行 う 方法です。 これは、 コ ン

ピ ューターのキーボード にあ る キーを押し ながら ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プする こ と で行えます。 具体的には以下の通

り です。

デフ ォル ト が Swap の場合 ：

Paste を行 う には、 Ctrl （Windows） または Cmd （Mac） キーを押し ながら ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プし ます。

Insert を行 う には、 Shift キーを押し ながら ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プし ます。

デフ ォル ト が Paste の場合 ：

Swap をするには、 Ctrl （Windows） または Cmd （Mac） キーを押し ながら ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プし ます。

Insert をするには、 Shift キーを押し ながら ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プし ます。
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バン ク ・ エデ ィ ター ・ キーボー ド ・ コマン ド

ナビゲーシ ョ ン ・ キーによる操作

右矢印キー ： 現在選択し ているパッチの右側にあ るパッチを選択し ます

左矢印キー ： 現在選択し ているパッチの左側にあ るパッチを選択し ます

上矢印キー ： 現在選択し ているパッチの上にあ るパッチを選択し ます。

下矢印キー ： 現在選択し ているパッチの下にあ るパッチを選択し ます。

文字キー ： コ ンピ ューターのキーボード上にあ る文字キー （a ～ z、 0 ～ 9 など） を押すと、 現在選択し ているパッ

チ以降から押し たキーの文字を含むパッチを選択し ます。
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バン ク ・ エデ ィ ター ・ コ ンテ クス ト ・ メ ニュー

バン ク ・ エデ ィ ターには、 様々な コ ンテ ク ス ト ・ メ ニューがあ り ます。

この メ ニューを表示するには、バン ク・エデ ィ ター上で右ク リ ッ ク（Windows）または Ctrl+ ク リ ッ ク（Mac）を し ます。

コ ンテ ク ス ト ・ メ ニューのコマン ド を実行する と、 バン ク内のすべて、 または選択し たパッチに適用されます。

こ の メ ニューのコマン ド は、 次の通 り です。

Copy (to Clipboard): 選択し たパッチを ク リ ッ プボード にコ ピーし ます。

Paste (from Clipboard): ク リ ッ プボード にあ るパッチのデータ を選択し たパッチにペース ト し ます。

Swap (from Clipboard): ク リ ッ プボード にあ るパッチのデータ と、 選択し たパッチを入れ替えます。

Clear: 選択し たパッチを初期化し ます。

Select All: バン ク内のすべてのパッチを選択し ます。

Deselect All: 選択し ていたすべてのパッチを選択し ている状態から解除し ます。

Rename...: 選択し たパッチを リ ネーム し ます。

Transmit <KRONOS のデータ ・ タ イプ >: バン ク内のすべてのデータ を KRONOS に転送し ます。

Transmit selected elements in Bank: 選択し たデータ を KRONOS に転送し ます。

Get the selected <KRONOS のデータ ・ タ イプ > elements: 選択し たバン ク のデータ を ロード し ます。
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Note: メ ニューにあ る キーボード ・ シ ョ ー ト カ ッ ト は、 Mac 版のプラ グ イ ン ・ バージ ョ ンでは使用でき ません。

Copy (to clipboard)
Copy は、 バン ク内の選択し たパッチを ク リ ッ プボード にコ ピーする際に使用し ます。 ク リ ッ プボー ド にコ ピーさ

れたパッチは、 同一バン ク内の別のロ ケーシ ョ ン （番号） や、 別のバン ク にペース ト する こ と ができ ます。

こ のコマン ド は、 Paste や Swap と セ ッ ト で使用し ます。 つま り 、 パッ チをペース ト し た り ス ワ ッ プし た り する前

に、 必ずコ ピーをする必要があ り ます。

KRONOS エデ ィ ターでは Parent/Child ルールを適用でき る よ う になっています。 これは、 例えばバン ク内のパッ

チ配列を再構築し た と し て も、別のバン ク と の対応関係はキープされる と い う こ と です （例えば、 コ ンビネーシ ョ

ン と プロ グ ラ ム と の参照関係が崩れない と い う こ と です）。

操作方法

パッチのコ ピーは、 次の手順で行います。

1. バン ク内のパッチを選択し ます （Ctrl/Cmd キーで複数選択可）。

2. バン ク ・ エデ ィ ターを右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） し て、 コ ンテ ク ス ト ・ メ ニューを表示させます。

3. メ ニューから Copy を選択し ます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

Windows: Ctrl + C

Macintosh: Cmd + C

Paste (from Clipboard)
ペース ト は、 コ ピー と セ ッ ト で機能する コマン ド です。 こ のコマン ド は、 バン ク の ク リ ッ プボー ド にコ ピーされ

たパッチを選択し たバン ク の選択し た ロ ケーシ ョ ンにペース ト し ます。

ペース ト は、 パッチを同一バン ク内の別のロ ケーシ ョ ンや、 同タ イプの別のバン ク に移動させる際に使用し ます。

また、 セ ッ ト を新規作成し てか ら、 異な るバン ク か ら複数のパ ッ チを コ ピーし て、 ペース ト 機能で新しいバン ク

を作成し、 パッ チを 1 つのバン ク にま と める こ と も可能です。

操作方法

パッチのペース ト は、 次の手順で行います。

1. ペース ト し たいパッチを コ ピーし ます （複数選択可）。

2. ペース ト させたいロ ケーシ ョ ンを選択し ます。

3. バン ク ・ エデ ィ ター上を右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） し て、 コ ンテ ク ス ト ・ メ ニューを表示させます。

4. メ ニューから Paste を選択し ます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

Windows: Ctrl + V

Macintosh: Cmd + V
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Swap (from Clipboard)
ス ワ ッ プは、 バン ク内の 2 つのパッチのロ ケーシ ョ ンを入れ替え る際に使用し ます。 また、 異なるバン ク間のス

ワ ッ プも可能です。

KRONOS エデ ィ ターでは、 複数のパッチを コ ピーする こ と ができ ます。 コ ピーを し たあ と に、 コ ピーし たパッチ

のロ ケーシ ョ ン と 入れ替えたいパ ッ チを選択し ます。 こ の と き、 コ ピーし たパ ッ チの数 と 同じ数のロ ケーシ ョ ン

を選択し ない と、 ス ワ ッ プが行えず、 操作は無効と な り 、 パッチがコ ピーされたま まの状態にな り ます。

操作方法

複数のパッチを ス ワ ッ プする方法は、 次の通 り です。

1. ス ワ ッ プするパッチを選択し ます。

2. バン ク ・ エデ ィ ター上で右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） を し て、 コ ンテ ク ス ト ・ メ ニューを表示させます。

3. メ ニューから Copy を選択し ます。

4. コ ピーし たパッチ と ス ワ ッ プさせたいパッチを選択し ます。

この と き、 コ ピーし たパッチの数と、 ス ワ ッ プさせたいパッチの数が一致し ていない と操作が無効にな り ま
す。

5. バン ク ・ エデ ィ ター上で右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） を し て、 コ ンテ ク ス ト ・ メ ニューを表示させます。

6. メ ニューから Swap を選択し ます。

Clear
ク リ アは、 選択し たパッチのすべてのデータ を 0 にし て初期化する際に使用し ます。

こ のコマン ド はバン ク内のパッ チを初期化する際に使用し ます。 誤ってパ ッ チを ク リ ア し て し ま った場合、 その

パッチは名前が空欄にな り ますので、 どれがク リ ア されたパッチかが簡単に見分け られます。

操作方法

1. ク リ ア し たいパッチを選択し ます （複数選択可）。

2. バン ク ・ エデ ィ ター上で右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） を し て、 コ ンテ ク ス ト ・ メ ニューを表示させます。

3. メ ニューから Clear を選択し ます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

Windows: Ctrl + Del

Mac: None

Select All
セレ ク ト ・ オールは、 バン ク内のすべてのパ ッ チを選択する際に使用し ます。 例えばバン ク内のすべてのパ ッ チ

を別のバン ク にコ ピーする際などに使用し ます。

操作方法

バン ク内のすべてのパッチを選択する手順です。

1. バン ク ・ エデ ィ ター上で右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） を し て、 コ ンテ ク ス ト ・ メ ニューを表示させます。

2. メ ニューから Select All を選択し ます。

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

Windows: Ctrl + A

Macintosh: Cmd + A
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Transmit < バン ク名 >
バン ク全体のデータが KRONOS エデ ィ ターから KRONOS へ転送されます。

こ のコマン ド は KRONOS の メ モ リ ーを常に上書き し ますので、 十分にご注意 く ださい。

こ のコマン ド で転送するバン ク内のパッ チがエデ ィ ッ ト 中の場合、 そのエデ ィ ッ ト 内容は転送の対象外 と な り ま

す。 このパッチのデータ も含めて転送し たい場合は、 最初にそのパッチを Store コマン ド で保存し てから このコマ

ン ド を実行し ます。

こ のコマン ド は、 ROM バン クには使用でき ません。

操作方法

1. バン ク ・ エデ ィ ター上で右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） を し て、 コ ンテ ク ス ト ・ メ ニューを表示させます。

2. メ ニューから Transmit < バン ク名 > を選択し ます。

3. 現在選択し ているバン ク の全内容が、 KRONOS に上書き されます。

Transmit Selected Patches in Bank
このコマン ド は、 バン ク内の選択し たパッチのみを KRONOS へ転送する際に使用し ます。

こ のコマン ド は KRONOS の メ モ リ ーを常に上書き し ますので、 十分にご注意 く ださい。

選択し たパッ チの中にエデ ィ ッ ト 中のパ ッ チが含まれている場合、 そのパッ チのエデ ィ ッ ト 内容は転送の対象外

と な り ます。 そのパッチのデータ も含めて転送し たい場合は、 最初にそのパッチを Store コマン ド で保存し てから

転送操作を行います。

操作方法

1. KRONOS に転送し たいパッチをバン ク内から選択し ます。

2. バン ク ・ エデ ィ ター上で右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） を し て、 コ ンテ ク ス ト ・ メ ニューを表示させます。

3. メ ニューから Transmit Selected Patches in Bank を選択し ます。

4. 選択し たパッチのデータが KRONOS に転送され、 上書き されます。

Get < バン ク > from <KRONOS>
このコマン ド は、 KRONOS のバン ク内から選択し たパッ チを KRONOS エデ ィ ターへ転送する際に使用し ます。

操作方法

1. KRONOS から転送し たいパッチを選択し ます。

2. バン ク ・ エデ ィ ター上で右ク リ ッ ク （Mac は Ctrl ク リ ッ ク） を し て、 コ ンテ ク ス ト ・ メ ニューを表示させます。

3. メ ニューから Get < バン ク > from <KRONOS> を選択し ます。

4. 選択されたパッチが KRONOS から転送され、 上書き されます。
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